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本
日
、
一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
定
時
総
会
を
開
催
致
し
ま
し
た

と
こ
ろ
、
ご
多
忙
中
に
も
関
わ
り
ま
せ
ず
、
全
国
各
地
か
ら
ご
出

席
賜
り
ま
し
て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。私

ど
も
の
茗
渓
会
は
、
一
般
社
団
法
人
の
立
場
で
母
校
・
筑
波

大
学
の
同
窓
会
と
し
て
の
性
格
を
今
ま
で
以
上
に
鮮
明
に
さ
せ
る

た
め
の
「
新
法
人
」
に
衣
替
え
を
し
て
か
ら
、
３
回
目
の
総
会
を

開
催
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平
成
25
年
の
総
会
や
平
成
26
年
の
新
年
の
ご
挨
拶
等
の
な
か
で
、

事
業
の
基
本
的
な
柱
と
し
て
、

１

同
窓
会
と
し
て
の
互
助
事
業
の
充
実

２

公
益
目
的
事
業
の
充
実

３

大
学
へ
の
支
援
の
充
実

を
実
施
し
て
参
り
た
い
と
私
は
申
し
上
げ
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
会
費
制
度
の
改
正
、
地
域
・
職
域
等
の
単
位
組
織

の
活
性
化
の
た
め
の
活
動
支
援
の
改
善
、
ま
た
、
世
代
を
繋
ぐ
事

業
と
し
て
「
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
」
の
創
設
を
す
る
こ
と
等
を
図
り
、

『
茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
推
進
し
て
行
き
た
い
と
の
考

え
を
披
瀝
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
、「
５
％
の
会
員
増
加
」、「
５
％
の
収
入

増
加
」、
そ
し
て
「
５
％
の
経
費
削
減
」
を
実
行
に
移
す
べ
き
と
し

て
、
こ
の
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
『
ゴ
ー
・
５
・
ｇ
ｏ
』
作
戦
と

名
付
け
、
私
た
ち
の
合
言
葉
と
し
て
、
各
年
間
の
目
標
と
し
て
進

め
て
参
り
ま
し
た
。
今
年
度
も
ま
た
、
引
き
続
い
て
推
進
し
、
一

段
の
充
実
を
図
り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
部
事
務
局
の
事
務
機
能
の
一
部
を
順
次
、
筑
波

事
務
所
へ
移
し
て
参
り
、
会
員
構
成
の
過
半
数
が
筑
波
大
学
卒
業

生
で
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
を
踏
ま
え
た
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
、
既
に
動
き
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
地
域
が
連
合
し
て
「
東
京
都
茗
渓
会
」
と
し
て
動

き
出
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
何
れ
も
、〞
茗
渓
会
〝
が
新
し
い
動
き
を
見
せ
て
い
る

姿
の
一
環
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

一
方
、
昨
年
秋
に
は
『
開
学
40
＋
101
周
年
』
記
念
式
典
が
筑
波

大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
全
国
の
茗
渓
会
会

員
の
皆
さ
ま
に
は
開
学
記
念
事
業
等
支
援
の
寄
附
を
お
願
い
し
、

多
額
の
後
援
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
先
般
、

大
学
の
永
田
学
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ

こ
に
ご
披
露
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
記
念
関
連
の
寄
附
の

お
願
い
は
、
今
年
末
ま
で
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
後
援
下
さ
い
。

母
校
・
筑
波
大
学
は
、
前
身
諸
学
校
の
100
年
を
越
え
る
長
い
伝

統
に
裏
打
ち
さ
れ
な
が
ら
、〞
開
か
れ
た
大
学
〝
と
し
て
の
新
構
想

の
も
と
で
、
既
に
40
年
の
充
実
し
た
年
月
を
経
過
致
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
活
動
で
そ
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
今
ま
で
行

っ
て
参
り
ま
し
た
諸
事
業
の

評
価
を
冷
静
に
行
い
、
結
実

に
向
か
っ
て
い
る
も
の
、
未

だ
固
ま
っ
て
い
な
い
も
の
、

あ
る
い
は
打
開
す
べ
き
課
題

の
検
討
と
打
開
策
を
、
全
国

的
な
視
野
で
行
っ
て
参
る
必

要
が
あ
ろ
う
と
存
じ
ま
す
。

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
前
向
き
な
視
点
と
豊
か

な
暖
か
い
眼
差
し
で
の
ご
示

唆
を
賜
り
た
い
と
念
願
す
る

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
更
な
る
お
力
添

え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
重
ね

て
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て

私
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

ご
静
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

挨

拶

い
ま
大
学
は
、前
進
す
る
新
た
な
姿
と
し
て
、「
未
来
構
想
大
学
」

と
し
て
の
更
な
る
挑
戦
を
重
ね
て
い
る
と
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
は
国
際
的
に
も
高
い
水
準
で
の
成
果
を
生
む
改
革
を
踏
ま
え

た
果
敢
な
る
挑
戦
で
あ
ろ
う
と
存
じ
ま
す
。

永
田
学
長
は
ま
た
、
新
た
な
〞
知
〝
を
継
続
的
に
創
造
す
る
拠

点
と
し
て
、
そ
れ
ら
を
先
導
す
る
人
材
育
成
の
拠
点
と
し
て
、
あ

る
い
は
ま
た
、
国
内
外
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
先
導
す
る
大
学
と

し
て
、
全
力
を
尽
く
す
と
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
同
窓
の
者
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
動
き
に
対
し
ま
し
て

も
、
出
来
る
限
り
、
支
え
て
参
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
次

第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
私
た
ち
自
身
が
推
進
し
て
お
り
ま
す
『
茗
渓
会

拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
、
手
堅
く
継
続
し
て
行
く
こ
と
の
必
要

性
を
、
一
層
痛
感
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

茗
渓
会

理
事
長

江

田

昌

佑



由
緒
あ
る
茗
渓
会
の
平
成
26
年
度
の
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
こ
と
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
絶
え
る
こ
と
の
な
い

日
頃
か
ら
の
本
学
へ
の
ご
支
援
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
10
月
１
日
の
開
学
40
周
年
、
お
よ
び
創
基
141
年
の
記

念
式
典
お
よ
び
関
連
行
事
に
も
大
変
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、
改

め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

我
々
は
、「
地
球
規
模
課
題
の
解
決
に
向
け
た
知
の
創
造
と
こ
れ

を
牽
引
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
掲

げ
、
教
育
・
研
究
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の

育
成
に
向
け
て
、
国
際
的
な
通
用
性
の
あ
る
教
育
か
ら
一
歩
進
ん

で
国
際
的
に
互
換
性
の
あ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
を
目
指
し

た
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
の
推
進
も
こ
の

よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
国
境
を
越
え
て
優
秀
な
学

生
や
教
員
を
奪
い
合
う
時
代
に
入
っ
た
世
界
の
高
等
教
育
に
お
い

て
は
必
然
的
な
努
力
と
言
え
ま
す
。
本
学
で
は
、
嘉
納
治
五
郎
先

生
が
門
戸
を
開
か
れ
た
海
外
か
ら
の
留
学
生
へ
の
高
等
教
育
の
精

神
が
現
在
に
ま
で
引
き
継
が
れ
、
教
員
あ
た
り
の
留
学
生
数
は
国

立
大
学
法
人
の
中
で
は
ト
ッ
プ
で
す
。
一
方
、
国
内
で
は
人
類
史

上
ま
れ
に
見
る
ス
ピ
ー
ド
で
少
子
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
日
本
の

将
来
を
託
す
人
材
の
育
成
に
お
い
て
は
、
学
生
達
を
国
際
環
境
の

中
で
た
く
ま
し
く
育
て
て
行
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
種
々
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
改
革
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
に
関
し

て
最
も
重
要
な
施
策
の
一
つ
と
し
て
現
在
進
め
て
い
る
国
際
バ
カ

ロ
レ
ア
（
Ｉ
Ｂ
）
資
格
に
関
わ
る
計
画
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま

す
。
ま
ず
国
際
的
に
そ
の
有
効
性
が
認
め
ら
れ
て
い
る
Ｉ
Ｂ
資
格

に
基
づ
い
た
入
学
試
験
を
導
入
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
思

考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
な
ど
の
育
成
を
基
盤
に
、
論
理
的
思
考

力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
の
ス
キ
ル
を
修
得
さ
せ
、

課
題
発
見
能
力
と
そ
の
解
決
能
力
を
涵
養
す
る
こ
と
を
目
指
す
Ｉ

Ｂ
教
育
の
理
念
に
鑑
み
て
、
こ
れ
ま
で
の
選
抜
方
法
で
は
見
逃
さ

れ
て
い
た
若
者
を
発
掘
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
入
試
改
革
に
よ
る
受
入
れ
体
制
が
準
備
で
き
る
と
、
Ｉ
Ｂ
教
育

が
進
ん
で
い
る
海
外
の
若
者
に
も
受
験
機
会
が
広
が
り
ま
す
。

一
方
で
、
国
内
の
若
者
に
も
チ
ャ
ン
ス
を
摑
ん
で
も
ら
う
た
め

に
は
、
Ｉ
Ｂ
資
格
を
付
与
で
き
る
中
等
・
高
等
教
育
を
定
着
さ
せ

る
こ
と
も
重
要
で
す
。
我
々
は
、
本
学
の
附
属
学
校
へ
の
Ｉ
Ｂ
教

育
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
図
り
、
ま
た
研
究
学
園
都
市
内
で
の
Ｉ
Ｂ

教
育
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
支
援
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
教
育
者
育

成
は
本
学
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
す
。
今
後
の
Ｉ
Ｂ
資
格
に
対
応
す
る
中

等
・
高
等
教
育
組
織
の
増
加
に
鑑
み
て
、
学
内
に
Ｉ
Ｂ
課
程
教
員

を
養
成
す
る
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

高
等
教
育
の
改
革
に
は
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
研
究
に
お
け
る
先

端
性
も
重
要
で
す
。
昨
年
度
は
本
学
が
目
指
す
国
際
的
に
存
在
感

の
あ
る
研
究
大
学
へ
の
道
を
強
化
す
る
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
計

算
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
と
生
命
領
域
学
際
研
究
（
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ａ
）
セ

ン
タ
ー
の
二
つ
を
重
点
研
究
セ
ン
タ
ー
と
位
置
づ
け
、
研
究
に
重

点
を
置
い
た
人
員
配
置
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
て
人
事
権
を

付
与
し
ま
し
た
。
ま
た
、
将
来
の
重
点
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
と
育
つ

研
究
拠
点
と
し
て
、
三
つ
の
学
術
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
上
記
に
加
え
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
、
す
な
わ
ち
研

究
成
果
の
社
会
還
元
が
期
待
さ
れ
る
研
究
の
支
援
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
こ
の
観
点
で
は
、
昨
年
度
末
（
本
年
３
月
）
に
、
本
学
発

の
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
あ
るC

Y
B
E
R
D
Y
N
E

社
が
株
式
市
場
に
上

場
で
き
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。
２
０
２
０
年
の
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
開
催
へ
向
け
て
、
ス
ポ
ー

ツ
分
野
や
芸
術
分
野
の
よ
う
な
、
本
学
な
ら
で
は
の
研
究
分
野
も

今
後
存
在
感
を
増
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
、
学
内

の
シ
ー
ズ
を
発
掘
し
、
育
成
で
き
る
よ
う
な
視
点
で
の
改
革
を
す

す
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
、
教
育
・
研
究
活
動
の
推
進
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が

大
学
運
営
、
特
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
改
革
で
す
。
運
営
費
交

付
金
が
削
減
さ
れ
る
中
、
大
学
経
営
の
視
点
で
の
工
夫
が
必
要
と

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
外
部
か
ら
の
資
金
の
獲
得
は
も
と
よ
り
、

得
ら
れ
た
財
源
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
は
思
い
切
っ
た
考
え
方
と

こ
れ
を
実
践
で
き
る
体
制
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
等
で
の
報
道
で
は
、
教
授
会
の
権
限
の
範
囲
、
副
学
長
の

職
務
の
拡
張
な
ど
が
喧
伝
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
学
は
開

学
の
理
念
と
そ
の
後
の
努
力
で
、
こ
れ
ら
の
視
点
で
の
改
革
を
修

了
し
、
そ
の
上
で
学
生
、
教
職
員
、
執
行
部
が
一
体
と
な
っ
た
組

織
体
で
す
の
で
、
他
の
組
織
を
先
導
す
る
立
場
に
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

「
新
構
想
大
学
」
か
ら
「
未
来
構
想
大
学
」
へ
の
道
程
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
す
。
過
去
、
現
在
、
そ
し
て
未
来
を
通
じ
て
、
同
窓

生
は
も
と
よ
り
本
学
の
活
動
に
関
っ
て
き
た
方
々
、
関
わ
っ
て
い

る
方
々
、
そ
し
て
関
わ
る
方
々
に
は
、
そ
の
道
を
す
す
む
本
学
を

今
後
と
も
支
え
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ご

挨

拶

国
立
大
学
法
人

筑
波
大
学
長

永

田

恭

介

（
代
理

筑
波
大
学
教
授

佐
藤

忍
）

― ―5



― ―6

一
般
社
団
法
人
茗
渓
会
第
３
回
定
時
総
会
は
、

平
成
26
年
５
月
22
日
に
茗
渓
会
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
。
議
事
に
先
立
ち
、
田
中
正
造
常
務

理
事
・
事
務
局
長
か
ら
、
代
議
員
総
数
110
名
の

う
ち
、
出
席
63
名
、
委
任
状
に
よ
る
出
席
35
名
、

合
計
98
名
の
出
席
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
出
席

し
た
理
事
は
15
名
、
委
任
状
提
出
理
事
は
10
名

で
あ
り
、
監
事
３
名
は
全
員
出
席
で
あ
っ
た
。

江
田
昌
佑
理
事
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、来
賓
の

筑
波
大
学
永
田
恭
介
学
長
に
代
っ
て
佐
藤
忍
教
授

本
会
理
事
）が
祝
辞
を
代
読
し
た

Ｐ
５
参
照
）。

定
款
第
15
条
に
よ
り
議
長
に
江
田
理
事
長
が

就
き
、
定
款
第
19
条
第
２
項
に
よ
り
議
事
録
署

名
人
に
は
議
長
及
び
出
席
し
た
理
事
全
員
で
あ

る
こ
と
を
告
げ
、
代
議
員
の
出
席
状
況
か
ら
、

定
款
第
17
条
に
よ
り
、
総
会
が
成
立
し
た
旨
を

告
げ
、
開
会
を
宣
言
し
て
審
議
に
入
っ
た
。

第
①
号
議
案

平
成

年
度
事
業
報
告
、
収
支

計
算
書
類
等
及
び
監
査
報
告
の
承
認
に
つ
い
て

㈠

田
中
正
造
常
務
理
事
か
ら
資
料
１
に
基
づ

き
、
平
成
25
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て
次
の

よ
う
な
説
明
が
あ
っ
た
。

１

会
員
状
況

正

会

員

２
０
、２
４
３
昨
年
２
１
、
７
０
８
）

登
録
会
員

５
４
、３
１
６

２
年
間
会
費
未
納
者
を
含
む
登
録
会
員
数
）

２

第
２
回
定
時
総
会
は
平
成
25
年
５
月
30

日
に
開
催
。

３

理
事
会
は
年
に
７
回
、
開
催
。

４

企
画
運
営
委
員
会
は
、
年
４
回
、
財
務

法
務
委
員
会
は
９
月
に
随
時
開
催
し
11
月

に
も
開
催
、
組
織
委
員
会
は
年
３
回
、
大

学
つ
く
ば
地
域
支
援
委
員
会
は
10
月
に
、

公
益
広
報
等
委
員
会
は
年
間
10
回
、
選
挙

管
理
委
員
会
は
代
議
員
選
挙
の
た
め
に
２

回
、
顕
彰
選
考
委
員
会
は
２
回
、
筑
波
事

務
所
運
営
会
議
は
１
回
、
中
間
監
査
会
は

11
月
に
１
回
、
大
学
と
の
連
絡
・
懇
談
会

は
年
２
回
開
催
さ
れ
た
。

５

公
益
事
業
と
し
て
、
①
学
生
支
援
活
動
、

②
顕
彰
事
業
、
③
公
開
講
座
、
④
大
学
支

援
事
業
、
⑤
教
職
受
験
対
策
講
座
へ
の
補

助
金
の
交
付
等
を
お
こ
な
っ
た
。
③
の
公

開
講
座
は
本
部
主
催
が
４
件
、
支
部
主
催

が
９
件
実
施
さ
れ
た
。

６

支
部
総
会
は
、
24
支
部
の
総
会
で
開
催

さ
れ
、
本
部
か
ら
理
事
を
派
遣
し
た
。

７

追
悼
の
つ
ど
い

９
／

７

19
家
族
34
名

８

筑
波
大
学
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
講
師
派
遣

９

広
報

季
刊
誌
『
茗
渓
』
発
行

１
０
７
７
号

春
号
）
１
０
７
８
号

夏
号
）

１
０
７
９
号

秋
号
）
１
０
８
０
号

正
月
号
）

10

茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

①
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
募
集

延
べ
応
募
件
数

１
、３
４
６

（
３
／
31
現
在
）

②
名
刺
交
換
広
告
応
募
者
数

暑
中
見
舞
い

30
人

新
年
賀
詞
交
換

84
人

㈡

平
成
25
年
度
収
支
決
算
書
及
び
監
査
報
告

承
認
の
件

議
長
か
ら
平
成
25
年
度
の
貸
借
対
照
表
及

び
正
味
財
産
増
減
計
算
書
は
本
総
会
で
承
認

を
得
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
旨
の
説
明
が
あ

り
、
岩
田
敏
昭
局
長
代
理
か
ら
資
料
２－

１

〜
２－

７
に
基
づ
き
詳
細
な
報
告
が
あ
っ
た
。

（
項
目
別
の
収
入
及
び
支
出
は
８
ペ
ー
ジ
の

収
支
計
算
書
を
参
考
に
さ
れ
た
い
）
続
い
て
、

高
橋
三
郎
監
事
よ
り
監
査
報
告
が
あ
っ
た
。

議
長
は
、
第
１
号
議
案
の
一
括
審
議
を
諮

り
、
全
会
一
致
で
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

第
②
号
議
案

平
成

年
度
事
業
計
画

案
）及

び
予
算

案
）に
つ
い
て

議
長
の
指
示
に
よ
り
、
田
中
正
造
常
務
理
事

が
資
料
３－

１
に
基
づ
き
平
成
26
年
度
事
業
計

画

案
）に
つ
い
て
、
岩
田
敏
昭
局
長
代
理
が
資

料
３－

２
に
基
づ
き
平
成
26
年
度
予
算

案
）に

つ
い
て
説
明
し
た
。
議
長
が
質
問
・
意
見
を
求

め
た
と
こ
ろ
、
東
京
の
葛
飾
支
部
長
、
代
議
員

の
渡
邉
悟
氏
（
62
筑
博
農
）
及
び
文
科
省
支
部

の
代
議
員
三
橋
浩
志
氏
（
２
筑
修
教
）
か
ら
茗

渓
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
の
解
散
に
つ
い
て
質
問

と
そ
の
後
の
利
活
用
に
つ
い
て
質
問
が
あ
っ
た

が
、
そ
れ
は
「
報
告
」
の
茗
渓
会
館
の
利
活
用

一
般
社
団
法
人

茗
渓
会

平
成

年
度
）

第
3
回
定
時
総
会

議
事

要
旨
）

田中正造 常務理事

岩田敏昭 局長代理

附属校の代議員北海道・東北地方の代議員北海道・東北地方の代議員



の
と
こ
ろ
で
田
中
正
造
常
務
理
事
が
応
え
る
こ

と
に
し
、
本
議
案
に
つ
い
て
は
、
異
議
な
く
賛

成
多
数
で
あ
っ
た
の
で
、
議
長
は
可
決
承
認
さ

れ
た
こ
と
を
宣
言
し
た
。

第
③
号
議
案

役
員
の
専
任
に
つ
い
て

議
長
の
指
示
に
従
い
、
役
員
選
考
委
員
長
を

務
め
た
西
川
潔
副
理
事
長
か
ら
、
４
月
19
日
に

開
催
さ
れ
た
役
員
選
考
委
員
会
で
７
名
の
選
考

委
員
が
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
任
期
満
了
に

伴
う
次
期
理
事
及
び
次
期
監
事
の
候
補
者
と
し

て
次
の
と
お
り
選
考
し
た
と
の
説
明
が
あ
り
、

審
議
さ
れ
た
い
旨
の
提
案
が
あ
っ
た
。

①
任
期
満
了
に
伴
う
次
期
の
理
事
と
し
て
は
、

重
任
理
事
候
補
者
23
名
、
新
任
理
事
候
補
者

１
名
を
選
考
し
、
新
任
理
事
候
補
者
と
し
て

は
、
五
味
田
優
氏
を
選
考
し
た
。

②
任
期
満
了
に
伴
う
次
期
監
事
候
補
者
と
し
て

は
、
重
任
監
事
候
補
者
２
名
を
選
考
し
た
。

以
上
の
提
案
に
対
し
て
、
議
長
か
ら
、
席
上

選
任
さ
れ
た
理
事
及
び
監
事
は
次
の
と
お
り
。

﹇
理
事
﹈
任
期

平
成
26
年
５
月
22
日

〜
28
年
定
時
総
会
終
結
時

（
重
任
）阿
江
通
良

新
井
達
郎

井
口
武
雄

鵜
沢

力

江
田
昌
佑

大
勝
信
明

川
田
孝
一

河
本

武

神
林

喬

佐
藤

忍

柴
田

淳

庄
司
一
子

高
野

力

田
中
正
造

西
川
綾
子

西
川

潔

西
塚
祐
一

西
野
虎
之
介

平
野
正
美

福
岡
一
雄

宮
尾

徹

百
瀬
明
宏

守
屋
正
彦

（
新
任
）五
味
田
優

﹇
監
事
﹈（
重
任
）飯
塚
良
成

古
藤
昭
子

以
上
で
す
べ
て
の
議
事
を
終
了
し
た
。

⑴

茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
中
間
報
告

井
口
副
理
事
長
か
ら
資
料
４－

１
〜
４－

２
に
基
づ
き
、
過
去
１
年
間
の
取
組
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
、
了
承
さ
れ
た
（
Ｐ
10
〜
11

参
照
）。

⑵

茗
渓
会
館
利
活
用
等
に
つ
い
て

田
中
正
造
常
務
理
事
か
ら
、
茗
渓
サ
ー
ビ

ス

株
）が
３
月
末
で
解
散
し
た
経
緯
に
つ
い

配
布
の
役
員
候
補
者
一
覧
に
基
づ
き
、
順
次
、

挙
手
に
よ
り
選
任
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、

異
議
な
く
賛
成
多
数
で
あ
っ
た
の
で
、
議
長
は

選
任
さ
れ
た
こ
と
を
宣
言
し
た
。

て
説
明
が
あ
り
、
茗
渓
会
館
の
利
活
用
に
つ

い
て
は
、
会
館
問
題
特
別
委
員
会
・
対
策
チ

ー
ム
で
貸
し
会
議
室
の
可
能
性
や
茗
渓
サ
ー

ビ
ス

株
）に
代
わ
る
業
者
を
探
す
な
ど
、
当

方
の
条
件
に
会
う
業
者
を
模
索
し
て
お
り
現

在
、
複
数
の
業
者
と
鋭
意
交
渉
し
て
い
る
状

況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

⑴

会
員
登
録
状
況
に
つ
い
て

⑵

第
13
回
顕
彰
候
補
者
推
薦
に
つ
い
て

⑶

平
成
26
年
度
茗
渓
会
学
生
支
援
事
業
（
県

人
会
特
別
枠
）
に
つ
い
て

⑷

支
部
か
ら
の
連
絡
文
書
等
及
び
支
部
還
元

金
に
つ
い
て

⑸

関
連
法
人
の
役
員
紹
介
に
つ
い
て

筑
波
学
都
資
金
財
団
の
石
山
隆
行
筑
波
研

修
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
、
武
井
秀
一
学
生
宿

舎
管
理
事
務
所
長
並
び
に
茗
溪
学
園
中
学
高

等
学
校
の
柴
田
淳
校
長
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

⑹

退
任
挨
拶

高
橋
三
郎
監
事
及
び
北
島
瑞
男
理
事
か
ら

退
任
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

以
上
で
、
茗
渓
会
第
３
回
通
常
総
会
は
、
予

定
さ
れ
た
す
べ
て
の
内
容
を
終
了
し
閉
会
し
た
。

総
会
に
引
き
続
き
、
会
場
を
４
階
に
移
し
て

会
員
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、
江
田
理
事
長
の
挨

拶
、
出
席
者
に
よ
る
懇
談
が
行
わ
れ
た
。

渡邉悟 支部長・代議員

西川潔 役員選考委員長

井口武雄 副理事長

三橋浩志 代議員

東北・関東地方の代議員東京・関東地方の代議員関東地方の代議員
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正味財産③月末残高 60,219

資産の部
流動資産
現金
振替貯金
当座・普通預金
前払費用
流動資産合計
固定資産
特定資産
満期共済金引当預金
退職給付引当預金
修繕積立引当預金
保証金引当特定預金
特定資産合計
その他固定資産
土地
建物
構築物
機械装置
什器備品
定期預金
通常貯金
定額貯金
その他固定資産合計
固定資産合計

71
12,980
204,908

111
218,071

38,350
5,402
6,000

192,004
241,757

314,775
696,673
5,783
2,640
1,288
30,816
52,666
10,000

1,114,644
1,356,401

資産合計 1,574,472

338
19,726

495
7,232
441

28,234

1,400,000
36,266
38,350
5,402
6,000

1,486,019

負債の部
流動負債
預り金
前受金
未払金
未払法人税等
未払消費税等
流動負債合計
固定負債
保証金
長期借入金
満期共済金引当金
退職給付引当金
修繕積立引当金
固定負債合計

一般正味財産の部
一般正味財産
(うち当期増減額）
正味財産合計

60,219
△26,040
60,219

1,574,472負債および正味財産合計

負債合計 1,514,253

44,662

58,900

32,934

4,325

80

1,231

1,900

144,033

97,507

20,792

118,299

25,733

1

1

40,614

486

3,000

44,100

△44,009

△18,366

△7,674

△26,040

86,260

60,219

税引前当期収支差額

未払法人税等・未払

消費税等

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

△29,852

△7,674

△37,527

227,364

189,837

0

19,100

△19,100

財務活動収支

１ 財務活動収入

２ 財務活動支出

財務活動収支差額

0

36,486

△36,486

投資活動収支の部

１ 投資活動収入

２ 投資活動支出

投資活動収支差額

44,662

38,346

6,316

96,159

58,900

32,934

4,325

80

1,231

1,900

144,033

97,507

20,792

2,000

118,299

25,733

事業活動収支の部

１ 事業活動収入

⑴ 事業活動収入

会費収入

正会員会費収入

フェロー収入

事業収益

地代収入

委託料収入

広告料収入

寄付金収入

雑収入

満期共済金引当

預金取崩収入

事業活動収入計

⑵ 事業活動支出

事業費支出

管理費

予備費

事業活動支出計

事業活動収支差額

収支計算書
平成25年４月１日～平成26年３月31日

単位千円

0指定正味財産増減の部

一般正味財産増減

１ 経常増減の部

１ 経常収益

① 会費収入

② 地代収入

③ 委託料収入

④ 広告料収入

⑤ 寄付金収入

⑥ 雑収入

⑦ 満期共済金引当預金

取崩収入

経常収益計

２ 経常費用

①事業費

②管理費

経常費用計

当期経常増減額

２ 経常外増減の部

１ 経常外収益

① 保証金引当特定預金

増加額

経常外収益計

２ 経常外費用

① 減価償却費

② 退職給付引当金繰入

③ 修繕目的積立金繰入

経常外費用計

当期経常外増減額

税引前当期一般正味財産

増減額

未払法人税・事業税・

地方税

当期一般正味財産増減額

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

正味財産増減計算書
平成25年４月１日から平成26年３月31日まで

単位千円

貸借対照表
平成26年３月31日現在

単位千円

平成 年度決算報告

関東地方の代議員関東地方の代議員 関東地方の代議員



8,670

△7,674

995

189,837

190,833

26年度
予 算

0

0

20,600

20,600

△20,600

税引前当期収支差額

未払法人税・事業税・

地方税

当期収支差額

前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

財務活動収支の部

１ 財務活動収入

財務活動収入計

２ 財務活動支出

⑴ 借入金返済支出

財務活動支出計

財務活動収支差額

0

0

486

33,000

3,000

36,486

△36,486

投資活動収支の部

１ 投資活動収入

２ 投資活動支出

⑴ 退職給付引当預金支出

⑵ 保証金返済引当預金支出

⑶ 修繕目的積立預金

投資活動支出計

投資活動収支差額

科 目

福利厚生費支出

祭典費支出

旅費交通費支出

負担金支出

通信運搬費支出

印刷製本費支出

諸謝金

弔慰金(共済会員)支出

満期共済金支払(共済会)

租税公課支出

業務委託費支出

光熱水料費支出

火災保険料支出

修繕費支出

支払利息支出

管理費

予備費

事業活動支出計

事業活動収支差額

420

720

950

750

6,850

6,000

80

2,000

21,000

13,300

9,200

900

15,300

800

22,056

2,000

134,982

65,756

科 目
26年度
予 算

26年度
予 算

科 目

45,470

38,430

7,040

64,330

58,900

300

5,130

100

839

2,000

88,000

200,739

110,926

19,956

12,700

事業活動収支の部

１ 事業活動収入

⑴ 事業活動収入

会費収入

正会員会費収入

フェロー収入

事業収益

地代収入

委託料収入

広告料収入

寄付金収入

雑収入

満期共済金引当

預金取崩収入

預金取崩収

事業活動収入計

⑵ 事業活動支出

事業費支出

給料手当支出

助成金支出

平成 年度予算書 平成26年４月１日～平成27年３月31日
単位千円

平成 年度 一般社団法人 茗渓会 事業計画
①.事業計画のねらい

(1)本年度は一般社団法人への移行後３年目にあたり、新組織体制のもと事業を円滑に進めるための計画を実施する。

(2)公益目的支出計画に基づいて事業の推進を図る。

(3)茗渓会館の利活用を向上させるための事業を重点事業として取り組む。

(4)財務審議会答申（平成24年２月24日）を受け、新法人移行後継続した見通しをもって事業を展開する。

②.事業の目的（定款第③条）

会員相互の親睦及び互助並びに知徳の啓発を図り、併せて国立大学法人筑波大学の目的及び使命の達成に協力し、

学術、文化、教育並びに社会貢献活動及び国際相互理解の促進に資することを目的とする。

③.事業の内容（定款第④条）

(1)会員相互の親睦を図るための交流事業並びに会員の福祉を図るための共済に関する事業

(2)定期刊行物その他出版物などの発行に関する事業

(3)研修会、講演会、公開講座等の公衆の教養向上と地域社会への貢献に資する事業

(4)学術、芸術、社会貢献、国際相互理解等の顕著な活動に対する奨学、支援、表彰などに関する事業

(5)財産の管理・運営に関する事業

(6)教育の振興、普及活動に資する事業

(7)その他、この法人の目的を達成するために必要な事業

(8)前項の事業は、全国において行うものとする。

関東地方の代議員 関東地方・東京の代議員関東地方・東京の代議員



中部地方の代議員 中部地方の代議員 関東地方・中部地方の代議員

フ
ェ
ロ
ー
会
費
と
し
て
扱
っ
た
ケ
ー
ス
が

約
400
件
あ
っ
た
こ
と
に
は
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

３

財
源
確
保
策
の
一
つ
と
し
て
名
刺
交
換
広

告
の
新
設
、
お
よ
び
広
告
ペ
ー
ジ
増
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
会
員
及
び
支
部
長
等
に
呼

び
か
け
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
次

の
よ
う
な
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

⑴

名
刺
広
告
応
募
者
数

暑
中
30
人

新
年
84
人

名
刺
広
告
料
金
額

６
７
０
、０
０
０
円

⑵

広
告
ペ
ー
ジ
の
増
設

掲
載
増
４
件

約
80
万
円
の
増
収

広
告
収
入
計

３
、６
５
５
、０
０
０
円

４

会
館
事
業
の
収
入
確
保
に
つ
い
て
は
、
平

成
25
年
度
は
予
定
通
り
の
収
入
を
確
保
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
３
月
末
を
も
っ
て
解
散
し

た
茗
渓
サ
ー
ビ
ス

株
）へ
の
業
務
委
託
を
解

消
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
今
後
の
対
策
が
急

が
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

５

経
費
節
減
対
策
と
し
て

⑴

理
事
会
の
開
催
回
数
減
お
よ
び
交
通
費

の
実
費
支
弁
を
実
施
し
ま
し
た
。
交
通
費

支
出
は
約
8.5
％
の
減
少
を
み
ま
し
た
。

⑵

印
刷
製
本
費
の
節
減
に
関
し
て
、
関
係

業
者
と
交
渉
し
、
細
部
に
わ
た
る
た
る
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
り
ま
し
た
。

⑶

会
報
送
付
料
の
削
減
の
た
め
に
、
印

刷
＋
発
送
の
一
括
委
託
に
よ
る
経
費
削
減

を
図
り
ま
し
た
。
会
報
送
付
４
回
、
会
費

請
求
２
回
を
一
括
す
る
こ
と
に
よ
り
、
年

４
回
の
送
付
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

従
前
と
ほ
ぼ
同
額

１
％
減
に
達
し
な
か

っ
た
）の
支
出
で
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

１

各
年
度
目
標
と
し
て
、
５
％
Ｕ
Ｐ
の
会
員

増
を
図
る
。

２

各
年
度
目
標
と
し
て
、
５
％
Ｕ
Ｐ
の
財
源

確
保
を
図
る
。

⑴

会
費
、
賛
助
寄
付
金
等
の
収
入
金
額

５
、０
０
０
万
円
を
目
標
と
す
る
。

⑵

事
業
収
入

含
雑
収
入
）等
の
収
入
金
額

５
、０
０
０
万
円
を
目
標
と
す
る
。

３

各
年
度
目
標
と
し
て
５
％
ｄ
ｏ
ｗ
ｎ
の
諸

経
費
削
減
を
図
る
。

１

会
員
数
に
つ
い
て
は
、
新
入
会
員
確
保
は

前
年
度
と
比
べ
て
横
ば
い
で
し
た
が
、
会
費

納
入
に
よ
り
正
会
員
で
あ
り
続
け
る
会
員
の

数
を
維
持
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
い
ま
だ
目

標
達
成
と
は
言
い
難
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

大
学
卒
業
生
に
対
す
る
入
会
勧
誘
に
つ
い

て
は
、
会
費
優
遇
策
を
設
け
て
そ
れ
な
り
の

成
果
は
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
若
い
人
た
ち
に

魅
力
の
あ
る
茗
渓
会
の
活
動
で
あ
る
か
ど
う

か
の
点
検
な
ど
、
問
題
点
の
究
明
・
解
消
が

急
が
れ
て
お
り
ま
す
。

２

増
収
対
策
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
完
納
会

員
対
象
に
、
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
と
す
る
年
会
員

を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
結
果
で

し
た
。

⑴

完
納
会
員
対
象
に
、会
費
１
口
２
、０
０

０
円
╱
年
の
フ
ェ
ロ
ー
会
員
を
募
集
。

⑵

今
年
度
延
べ
応
募
者
数

１
、３
４
６
件

１
、０
６
８
人

３
月
31
日
現
在
）

⑶

今
年
度
フ
ェ
ロ
ー
会
費
入
金
額

６
、３
１
６
、１
２
７
円

フ
ェ
ロ
ー
会
員
と
い
う
新
し
い
試
み
は
、

一
定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
た

だ
⑵
の
う
ち
、
す
で
に
完
納
と
な
っ
た
会

員
が
、
会
費
と
し
て
送
っ
て
き
た
も
の
を

茗
渓
会
の
拡
充
の
た
め
に
始
め
た
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
活
動
は
、
５
年
間
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
第
１
年
目
が
終
了
し
ま
し
た
。
お
か
げ
さ

ま
で
、
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
制
度
を
始
め
た
こ
と
な

ど
に
対
し
て
、
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
強
い
関
心

を
い
た
だ
き
、
一
定
程
度
の
成
果
を
得
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
引
き
つ
づ
き
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
活
動
を
強
化
し
、
当
初
目
標
の
達
成

に
向
け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
各
支
部
組
織
に

お
か
れ
ま
し
て
も
、
会
員
確
保
、
会
費
納
入
促

進
の
面
で
一
層
の
ご
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
こ
に
、
当
初
掲
げ
た
活
動
目
標
に
対
し
て

の
成
果
と
課
題
を
ま
と
め
ま
し
た
。

【
１
】
茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
お
い
て
、

増
収
対
策
と
し
て
次
の
よ
う
な
到
達
目
標
を

定
め
、
目
標
達
成
ま
で
数
年
間
継
続
し
て
実

施
す
る
こ
と
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会

委
員
長

井

口

武

雄

茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

中
間
報
告

ゴ
ー
・
5
・
go
作
戦

― ―10



25
年
度
は
発
送
の
た
め
の
ソ
フ
ト
開
発
費

が
初
期
費
用

約
95
万
円
）と
し
て
必
要
で

あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
年
度
か
ら
は
そ
の

分
だ
け
減
額
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

⑷

通
信
費
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
事
務
局

か
ら
の
連
絡
の
Ｉ
Ｔ
化
を
進
め
ま
し
た
。

理
事
会
、
委
員
会
の
連
絡
は
、
ｅ
メ
ー
ル

と
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
二
本
立
て
で
行
い
、
郵
便
は

極
力
使
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
支
部
と
の
連

絡
や
代
議
員
と
の
連
絡
も
、
ｅ
メ
ー
ル
使

用
に
心
が
け
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
正
確
性

と
迅
速
性
を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

⑸

事
業
費
の
減
額
を
図
る
た
め
に
、①「
追

悼
録
」
作
成
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
後
さ
ら
に
、
②
公
開
講
座
の
有
料
化
、

③
学
生
活
動
支
援
事
業
の
見
直
し
と
配
分

方
法
の
検
討
な
ど
に
取
り
く
む
べ
き
で
あ

る
と
存
じ
ま
す
。

⑹

法
人
職
員
人
件
費
削
減

５
％
ｄ
ｏ
ｗ

ｎ
）目
標
に
つ
い
て
は
、定
年
職
員
の
内
１

名
の
雇
用
形
態
を
変
更
し
、
人
件
費
の
削

減
を
図
り
ま
し
た
。
今
後
、
筑
波
事
務
所

の
充
実
の
た
め
に
、
大
塚
か
ら
の
業
務
の

一
部
移
管
を
図
る
た
め
に
、
業
務
見
直
し

が
必
要
で
あ
る
と
存
じ
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
人
員
削
減
や
配
置
換
え

な
ど
に
よ
り
、
一
層
の
人
件
費
削
減
が
予

測
さ
れ
ま
す
。

【
２
】
新
し
く
実
施
す
る
事
業
と
し
て
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

１

世
代
を
つ
な
ぐ

⑴

筑
波
大
大
学
生
・
大
学
院
生
へ
の
新
し

い
支
援
の
一
つ
と
し
て
、
大
学
院
生
へ
の

茗
渓
賞

顕
彰
）を
実
施
し
ま
し
た
。

⑵

「
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
」
を
創
設
（
前
述
）
し

ま
し
た
。

２

地
域
・
職
域
を
つ
な
ぐ

⑴

東
京
地
域
の
組
織
の
再
編
と
し
て
、
組

織
委
員
会
の
尽
力
に
よ
り
「
東
京
都
茗
渓

会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
第
１
回
総
会

は
、
参
加
者
が
100
名
を
超
え
一
応
の
ス
タ

ー
ト
を
見
ま
し
た
が
、
今
後
、
従
来
の
支

部
組
織
の
在
り
方
、
東
京
都
と
し
て
の
独

自
活
動
を
ど
う
切
り
拓
い
て
い
く
か
、
課

題
は
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

⑵

季
刊
誌
『
茗
渓
』
誌
上
に
お
い
て
、
地

域
・
職
域
等
単
位
組
織
（
以
下
支
部
と
い

う
）
の
活
動
の
情
報
交
流
、
支
援
を
強
化

す
る
た
め
の
紙
面
刷
新
と
し
て
、「
茗
渓
東

西
南
北
」
欄
の
新
設
を
試
み
ま
し
た
。
さ

ら
に
専
攻
╱
ク
ラ
ス
╱
サ
ー
ク
ル
等
の
同

窓
会
と
の
情
報
交
流
を
、
誌
上
に
お
い
て

で
き
る
よ
う
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。

⑶

茗
渓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
刷
新
し
て
見

や
す
く
な
っ
た
と
の
評
判
で
す
。
当
初
目

指
し
た
双
方
向
の
情
報
交
換
の
場
と
な
る

た
め
に
、
支
部
の
ペ
ー
ジ
を
新
設
し
、
投

稿
を
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、
な
お
い
っ
そ

う
の
工
夫
と
努
力
が
必
要
で
あ
る
と
こ
ろ

で
す
。

⑷

支
部
へ
の
活
動
支
援
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
組
織
の
自
主
的
活
動
と
組
織
の
活
性

化
、
あ
わ
せ
て
本
部
事
務
局
と
の
連
携
や

会
員
確
保
の
た
め
の
支
援
等
の
た
め
に
、

従
来
の
方
式
を
改
め
ま
し
た
。

従
来
、
会
費
・
賛
助
寄
付
金
の
納
入
方

法
は
、
本
部
事
務
局
へ
の
直
送
と
支
部
経

由
納
入
の
２
通
り
が
あ
り
、
支
部
経
由
に

つ
い
て
は
事
務
手
数
料
と
し
て
１
割
を
支

部
へ
還
元
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
昨
年
度
の
実
績
に
基
づ
い
て
、
い
ず

れ
の
方
法
に
よ
っ
て
も
、
会
費
の
一
部
を

支
部
に
還
元
で
き
る
よ
う
に
改
め
ま
し
た
。

①

会
費
還
元

還
元
金
額＝

支
部
所
属
納
入
者
数
×

年
会
費
規
定
金
額
×
0.1

②

還
元
金
は
納
入
者
数
×
平
成
25
年

度
の
支
部
別
入
金
者
数
に
も
と
づ
い

て
、
平
成
26
年
度
総
会
以
後
の
時
期

に
送
金
い
た
し
ま
す
。

近畿地方の代議員近畿地方の代議員近畿地方・中国地方の代議員

― ―11



中国・四国・九州地方の代議員 中国・四国・九州地方の代議員 近畿地方・中国地方の代議員

平
成
26
年
度

定
時
総
会
に
出
席
し
て

「
茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

中
間
報
告
を
受
け
た
今
後
の
取
組
み

神
奈
川
茗
渓
会
会
長

清

水

進

一

会
員
増
加
に
つ
い
て
は
、
本
部
で
は
大
学
卒

業
生
に
対
す
る
会
費
優
遇
策
を
掲
げ
、
一
定
の

成
果
が
見
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
会
員

の
増
加
に
向
け
た
取
組
み
は
、
神
奈
川
県
と
い

う
単
位
組
織
の
中
で
も
取
り
組
む
必
要
性
を
感

じ
、
こ
れ
ま
で
も
筑
波
大
学
生
や
筑
波
大
学
の

卒
業
生
に
向
け
た
支
援
を
積
極
的
に
行
い
、
入

会
へ
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

⑴

教
員
希
望
者
に
対
す
る
支
援

神
奈
川
県
を
受
験
す
る
教
員
希
望
者
に
対

し
て
、
四
月
に
実
施
要
項
が
発
表
さ
れ
る
と
、

神
奈
川
茗
渓
会
と
し
て
、
実
施
要
項
と
受
験

に
向
け
た
傾
向
と
対
策
の
詳
細
な
説
明
会
を

筑
波
大
学
で
開
催
し
、
さ
ら
に
、
受
験
教
科

ご
と
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
し
、
直
接
個

別
相
談
や
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
次
合
格
者
に

対
し
て
は
、
二
次
試
験
直
前
に
厚
木
市
内
の

会
場
に
招
き
、
二
次
試
験
対
策
を
行
い
、
合

格
者
の
増
加
を
図
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
講
師
等
で
働
い
て
い
る
卒
業

生
も
こ
の
取
組
み
を
伝
え
聞
き
、
参
加
す
る

者
が
増
え
、
本
県
で
教
職
に
就
く
人
も
増
加

し
て
い
ま
す
し
、
合
格
者
は
ほ
と
ん
ど
が
茗

渓
会
に
入
会
し
て
い
ま
す
。

⑵

「
若
手
の
会
」
を
発
足

筑
波
大
学
出
身
者
の
交
流
の
た
め
に
「
若

手
の
会
」
を
発
足
し
ま
し
た
。
会
の
運
営
は
、

筑
波
大
学
出
身
者
が
企
画
し
、
交
流
を
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
会
が
世
代
を
繋

ぐ
交
流
と
な
る
よ
う
に
、
本
県
か
ら
選
出
さ

れ
た
本
部
理
事
や
神
奈
川
茗
渓
会
の
一
部
の

役
員
や
事
務
局
員
も
参
加
し
、
若
手
の
意
見

を
聞
い
た
り
、
時
に
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
な

昨
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
茗
渓
会
拡
充

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
一
年
を
経
過
し
、
こ
の
た

び
の
総
会
で
、
井
口
副
理
事
長
か
ら
一
年
間
の

取
組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

一

「
５
％
の
会
員
増
加
」

二

「
５
％
の
収
入
増
加
」

三

「
５
％
の
経
費
削
減
」

四

新
し
く
実
施
す
る
事
業

三
の
「
５
％
の
経
費
削
減
」
に
つ
い
て
は
、

本
部
の
責
務
と
考
え
、
他
の
項
目
に
つ
い
て
こ

の
た
び
の
中
間
報
告
を
受
け
て
、
拡
充
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
推
進
に
当
た
り
、
神
奈
川
県
と
し
て

何
が
で
き
る
か
、
ま
た
、
一
会
員
と
し
て
茗
渓

会
本
部
に
対
し
て
、
何
が
協
力
で
き
る
か
を
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

る
な
ど
、
和
や
か
な
会
合
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
会
に
は
、
教
員
だ
け
で
な
く
、
企
業
に

勤
め
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
自
営
の
卒
業
生
も

集
ま
り
、
ま
た
、
茗
渓
会
の
会
員
に
な
っ
て

い
な
い
友
人
も
誘
う
な
ど
、
入
会
の
促
進
に

も
繫
が
っ
て
い
ま
す
。

会
員
の
増
加
を
図
る
の
に
は
、
ま
ず
卒
業
時

に
茗
渓
会
に
入
会
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
、

そ
の
た
め
に
は
、
本
部
の
絶
大
な
ご
努
力
を
お

願
い
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
都
道
府
県
等

の
単
位
組
織
と
し
て
で
き
る
こ
と
は
精
力
的
に

実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
本
年
度
か
ら
の
新
た
な

事
業
と
し
て
「
県
人
会
」
へ
の
支
援
を
行
う
と

い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

私
が
東
京
教
育
大
学
に
在
学
し
て
い
た
当
時

も
、
神
奈
川
県
と
し
て
は
県
人
会
と
い
う
も
の

は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
同
じ
高
校

の
出
身
者
の
会
は
積
極
的
に
行
わ
れ
、
私
自
身
、

先
輩
か
ら
大
変
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た

り
、
後
輩
の
面
倒
を
一
生
懸
命
見
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
関
係
は
大
学
卒
業
後
も
継

続
さ
れ
、
同
窓
の
あ
り
が
た
み
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
新
規
の
支
援
事
業
に
よ
り
現
役

学
生
と
神
奈
川
茗
渓
会
と
の
パ
イ
プ
が
繋
が
れ

ば
、
会
員
の
増
加
に
も
繋
が
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
是
非
、
事
業
を
拡
充
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
し
、
本
県
と
し
て
も
積
極
的
に
協

力
・
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
間
報
告
で
は
、
財
源
確
保
の
方
策
と
し
て
、

茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
会
費
と
季
刊
誌
「
茗
渓
」
の
名

刺
交
換
広
告
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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総
会
資
料
の
会
費
の
支
部
別
納
入
者
明
細
を

見
る
と
、
フ
ェ
ロ
ー
に
よ
る
寄
付
者
は
、
本
県

が
全
国
最
多
で
し
た
。
ま
た
、
名
刺
広
告
に
つ

い
て
も
、
本
年
の
正
月
号
で
は
非
常
に
多
く
の

会
員
の
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
神
奈

川
県
と
し
て
ご
協
力
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

財
源
確
保
に
つ
い
て
は
本
部
だ
け
で
な
く
、

神
奈
川
県
と
し
て
も
課
題
が
あ
り
ま
す
。

神
奈
川
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
会
費
と
し
て

千
円
を
、
総
会
等
の
場
で
徴
収
し
て
き
ま
し
た

が
、
収
入
は
微
々
た
る
金
額
で
し
た
。
神
奈
川

茗
渓
会
と
し
て
は
、
本
県
独
自
の
積
極
的
な
活

動
を
推
進
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
が
、
そ
の
た

め
に
は
予
算
が
必
要
で
す
の
で
、
会
費
の
納
付

を
二
年
ほ
ど
前
か
ら
振
込
み
方
式
に
変
更
し
た

こ
と
に
よ
り
、
格
段
に
収
入
が
増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
収
入
で
、
現
在
は
、
県
内
の
会
員

が
行
う
出
身
学
科
（
学
類
）
別
の
会
合
や
、
職

域
・
年
代
別
の
会
合
等
へ
の
補
助
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
最
大
の
成
果
と
し
て
、
神
奈
川
茗

渓
会
の
会
報
と
し
て
、「
茗
渓
か
な
が
わ
」を
発

刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
茗
渓
か
な
が

わ
」
は
一
年
間
に
二
回
発
刊
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
、
一
号
目
は
総
会
の
案
内
に
同
封
し
、
二

号
目
は
総
会
の
後
の
報
告
や
様
々
な
会
合
等
の

報
告
を
盛
り
込
ん
で
、
会
員
に
知
ら
せ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
昨
年
度
初
め
て
二
回
発
刊
し
た
と

こ
ろ
、
赤
字
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
前
年

度
は
創
刊
号
だ
け
の
一
回
の
発
刊
の
た
め
、
ど

う
に
か
予
算
内
で
済
み
ま
し
た
が
、
毎
回
千
三

百
部
を
印
刷
し
郵
送
す
る
こ
と
を
年
間
二
回
行

う
と
確
実
に
赤
字
に
な
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
多
額
の
経
費
が
か
か
り
ま
す
が
、

会
費
を
納
入
し
て
く
れ
る
会
員
に
対
す
る
活
動

状
況
の
提
供
に
は
「
会
報
」
の
発
刊
は
必
要
で

あ
り
、
さ
ら
に
充
実
す
る
た
め
、
財
源
確
保
の

た
め
の
方
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

幸
い
、
本
年
度
か
ら
支
部
へ
の
活
動
支
援
と

し
て
、
本
部
会
費
を
支
部
に
還
元
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ど
う
に
か
赤

字
解
消
の
一
部
に
は
な
る
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。

し
か
し
、
充
実
し
た
活
動
の
た
め
に
は
、
更

な
る
財
源
確
保
が
必
要
と
考
え
、
本
県
と
し
て

は
会
員
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
提
案
を
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

総
会
資
料
に
よ
る
と
、
本
県
の
完
納
者
は
七

百
五
十
名
で
、
全
国
最
多
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

す
で
に
完
納
し
て
い
る
た
め
、
財
源
確
保
に
は

繋
が
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ

の
完
納
会
員
に
対
し
て
、
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
会
員

に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
神
奈
川
茗
渓
会
へ
の
賛
助
（
会
費
プ
ラ
ス

賛
助
金
千
円
程
度
）
も
お
願
い
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
本
部
会
費
の
三

千
五
百
円
は
完
納
し
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
フ

ェ
ロ
ー
と
し
て
二
千
円
以
上
を
本
部
に
、
千
円

程
度
を
神
奈
川
茗
渓
会
に
賛
助
金
と
し
て
会
費

に
加
え
て
協
力
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
も
の
で

す
。
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
の
取
組
み
と
同
趣
旨
で
、

あ
く
ま
で
も
賛
同
し
て
く
れ
る
会
員
を
対
象
と

し
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
本
部
の
財
源

増
に
な
る
と
と
も
に
、
本
県
の
財
源
増
に
も
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
完
納
者
が
増
加
し
て
い
く
わ
け
で
す

が
、
フ
ェ
ロ
ー
会
員
の
増
加
の
促
進
の
た
め
に
、

会
費
還
元
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
ロ
ー
会
費
も
地

域
に
還
元
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
あ
り
が
た

い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
結
果
、
フ
ェ
ロ
ー
と
し

て
本
部
の
財
源
確
保
に
協
力
で
き
、
さ
ら
に
、

地
元
に
も
貢
献
で
き
る
わ
け
で
す
の
で
、
県
内

の
会
員
に
も
理
解
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

今
回
、
新
し
く
実
施
す
る
事
業
と
し
て
、
報

告
さ
れ
た
中
で
、
注
目
し
た
い
の
が
、「
地
域
・

職
域
を
繋
ぐ
」
で
報
告
さ
れ
た
「
東
京
都
茗
渓

会
」
の
発
足
と
「
茗
渓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷

新
」
で
す
。

東
京
都
茗
渓
会
の
発
足
の
際
に
は
、
隣
接
県

と
し
て
、
私
も
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
当
日
の
出
席
者
の
発
足
に
対
す
る
熱
意
を

十
分
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東
京
は
何
分
に
も
大
き
な
組
織
と
な
り
ま
す

の
で
、
他
県
と
は
異
な
る
課
題
も
多
い
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
隣
接
県
と
し
て
連
携
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
今
後
、
近
隣
都
道
府
県
の
交
流
を

図
る
何
ら
か
の
方
策
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

次
に
、
茗
渓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷
新
に
合

わ
せ
て
、
支
部
の
ペ
ー
ジ
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

神
奈
川
茗
渓
会
と
し
て
は
、
こ
の
ペ
ー
ジ
を

神
奈
川
の
会
員
へ
の
情
報
提
供
の
場
と
し
て
、

ま
た
、
各
都
道
府
県
と
の
交
流
の
場
と
捉
え
、

今
後
と
も
積
極
的
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
五
年
計
画
と
い
う
こ

と
で
、
ま
だ
、
一
年
目
が
終
了
し
た
ば
か
り
で

す
の
で
、
ま
だ
大
き
な
成
果
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
わ
け
で
す
が
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
活
動
目
標
以
外
の

成
果
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

本
部
だ
け
で
な
く
、
各
都
道
府
県
の
組
織
も

拡
充
の
た
め
の
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に

よ
っ
て
、
よ
り
良
い
成
果
が
あ
げ
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
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墨林書道院特別顧問
東京親鸞会

神奈川茗渓会

会 長 清 水 進 一 昭和43年卒
教大数

事務局長 矢 野 正 人 昭和53年卒
修院農

(会長自宅)
254-0075神奈川県平塚市中原1-25-24

TEL 0463-31-3350

神奈川茗渓会
AE海老名・綾瀬法律事務所

弁護士 中 道 徹
(昭和58年卒筑二生)

243-0432海老名市中央1-8-3
えびすビル松本４階

TEL 046-205-3780FAX 046-205-3788
mail：toru.nakamichi＠ebiaya.com

大阪茗渓会

会 長 松本 秀範 昭和53年
修士林卒

森ノ宮医療大学 広報室参事 特任教授
559-8611大阪市住之江区南港北1-26-16

理事長 岡村多加志 昭和55年
筑一群自然卒

大阪府立久米田高等学校 校長
596-0802大阪府岸和田市額原町1100

一般社団法人 茗渓会 理事長

江 田 昌 佑
(昭和30年卒教大体)

112-0012東京都文京区大塚1-5-23
TEL 03-3491-0136

一般社団法人 茗渓会 副理事長

井 口 武 雄
(昭和40年卒東京教育大学法政)
三井住友海上火災保険㈱

101-8011東京都千代田区神田駿河台3-9
TEL 03-3259-3111

一般社団法人 茗渓会 副理事長

西 川 潔
筑波大学名誉教授

(昭和44年教大構成 昭和46年院修美)

305-0031つくば市吾妻3-1-1-109
e-mail:q.nishikawa＠gmail.com

一般社団法人 茗渓会 理事
国立大学法人筑波大学
副学長・理事(教育担当)

教育学博士 阿 江 通 良
(昭和48年教大体育)

305-8577茨城県つくば市天王台1-1-1
TEL 029-853-2010FAX 029-853-6310

E-mail:ae＠taiiku.tsukuba.ac.jp

一般社団法人 茗渓会 理事

筑波大学数理
物質系教授
研究基盤
総合センター長

新 井 達 郎
(昭和56年博士課程化学研究科修了)

TEL 029-853-4315
arai＠chem.tsukuba.ac.jp

一般社団法人 茗渓会 理事

鵜
う

沢
ざわ

力
つとむ

(昭和63年卒筑波大学社会学類)

三井住友銀行 名古屋ローン推進部長

tmuzawa＠ma.kitanet.ne.jp

一般社団法人 茗渓会 理事

大 勝 信 明
(昭和26年卒文四

62茨城県ひたちなか市高場92

副会長

一般社団法人 茗渓会 理事

川 田 孝 一
(昭和39年卒教大総農科)

194-0045町田市南成瀬5-29-6
TEL 042-728-5428

連絡先 桜美林大学入試広報センター 相談役
TEL 042-797-6196

一般社団法人 茗渓会 理事
株式会社 ユーハイム

代表取締役
社長 河 本 武

(昭和37年卒体育学部健康学科)

150-0001東京都渋谷区神宮前6-2-9

一般社団法人 茗渓会 理事

神 林 喬
(昭和40年教大教育学科卒)

225-0023横浜市青葉区大場町360-51

一般社団法人 茗渓会 理事

筑波大学
生命環境系教授
教育企画室長

佐 藤 忍
(昭和60年筑波大博士課程生物)

TEL 029-853-4672
email:satoh.shinobu.ga＠u.tsukuba.ac.jp

一般社団法人 茗渓会 理事
茗溪学園中学校高等学校

校 長 柴 田 淳
昭和52年教体卒
昭和56年筑修体

305-8502つくば市稲荷前1-1
TEL 029-851-6611

一般社団法人 茗渓会 理事

茗溪学園
理事長 西 野 虎之介

(昭和28年卒教大農経科)

(自宅) 312-00

会計士･
税理士 飯 塚 良 成

（茗渓会

TEL 029-285-7786

一般社団法人 茗渓会 理事
福岡経営労務事務所

所長
社会保険労務士 福 岡 一 雄

(昭和32年卒教大法政)

125-0042東京都葛飾区金町3-27-3
TEL 047-361-2618FAX 047-361-2643

一般社団法人 茗渓会 理事
筑波大学キャリア支援室長

教 授 守 屋 正 彦
昭和51年教大芸卒
昭和53年教大院修美

305-0005つくば市天久保4-5-4
TEL 0298-50-3901

飯塚公認会計士･税理士事務所

公認 長 田 中 正 造 昭和36年卒
教大健康

監事)

（事務所）
227-0054横浜市青葉区しらとり台14-7
TEL 045-988-0846FAX 045-988-0847

mail:nqf46967＠nifty.com

一般財団法人 筑波学都資金財団

理事

-5
TEL 029-851-51

事務局長 石 山 隆 行

理事・監事・評議員一同

305-0005つくば市天久保1-13

元 史

164-0002東京都中

52

学校法人 茗溪学園 理事

大 藪

-野区上高田1 -314

茗渓会一般社団法人



平成26年(2014年)
茗渓会北海道支部

支部長 沖 野 隼 夫
(昭和41年卒体育学部体育学科)

(連絡先)茗渓会北海道支部事務局
TEL 011-802-8760

札幌市厚別区厚別中央５条４丁目8-12-504
鵜野和憲 方

茗渓会埼玉支部 評議員
埼玉県退職公務員連盟会長
日本退職公務員連盟副会長

(昭和25年卒東京高師理科三部)

(自宅)
339-0005さいたま市岩槻区東岩槻5-3-12

TEL 048-757-1549

一般社団法人 茗渓会 代議員

中 村 穎 司
(昭和35年卒文学部国文科)

343-0825越谷市大成町2-331-1
TEL 048-988-0338

茨城茗渓会

会 長 郡 司 丈 児
(昭和53年卒筑一文)

会員 1,837名

(連絡先)事務局 水戸一高 木城
TEL 029-224-2254

茨城茗渓有志会

五 味 田 優
(昭和47年卒教大国)

会員 55名

(連絡先)日立一高 郡司(筑一人文)
TEL 0294-22-6488

茨城茗渓占春会

高瀬 宏樹（昭和55年卒筑一自)

石﨑 弘美（昭和55年卒筑一自)

齋藤 文夫（昭和53年卒筑一体)

外 35名

(連絡先)郡司 TEL 0294-22-6488

茨城茗渓体育・OB会

会 長 高 野 大二郎
(昭和40年卒教大体)

幹事長 菊 田 靖 久
(昭和52年卒教大体)

会員 60名

茨城県庁茗渓会

会 長 中 根 一 明
病院局長
昭和56年卒第三学群社会工学類

副会長 伊 藤 哲
教育庁参事兼総務課長
昭和56年卒第一学群人文学類

副会長 角 田 英 樹
企画部水・土地計画課長
昭和56年卒第一学群社会学類

幹事長 関 山 敏
保健福祉部保健予防課室長
昭和59年卒第二学群比 文化学類

(連絡先)茨城県教育庁文化課 永塚
(平成７年卒第三学群社会工学類)
310-8555水戸市笠原町978-6
TEL 029-301-1111内線 5453

茨城茗渓数学部会

会 長 石 﨑 弘 美
(昭和55年卒筑一自)

外 55名

(連絡先)水戸二高 TEL 029-224-2542

茨城茗渓理科部会

会 長 武 井 一 郎
(昭和54年卒筑一自)

外 50名

(連絡先)石岡二高 平山茂男
(昭和59年卒筑一自)
TEL 029-923-2101

茨城茗渓地歴公民部会

会 長 郡 司 丈 児
(昭和53年卒筑一人文)

副会長 鈴 木 一 弘
(昭和58年卒筑修教)外 62名

(連絡先)水戸一高 川久保典昭
TEL 0294-22-6488

茗渓会埼玉支部 代議員
埼玉大学 名誉教授

奥 谷 多 作
(昭和34年卒教大工芸)

(連絡先)
248-0026鎌倉市七里ガ浜1-16-20-411

茗渓会千葉支部

支部長

(昭和38年卒教大東洋史)

286-0021千葉県成田市土屋892-79
TEL 0476-24-4425

茗渓会千葉支部(公立高等学校校長)

千葉県立幕張高等学校 校長 大久保利宏 (昭52年卒教大健)

千葉県立匝瑳高等学校 校長 布留川 厚 (昭52年卒教大物)

千葉県立柏井高等学校 校長 内藤 秀子 (昭53年卒筑体)

千葉県立土気高等学校 校長 網代 伸 (昭53年卒筑体)

千葉県立沼南高等学校 校長 蛯名 一則 (昭53年卒筑体)

千葉県立君津青葉高等学校 校長 根本 進 (昭54年卒筑二農)

千葉県立成東高等学校 校長 猿渡 末治 (昭55年卒筑一自)

千葉県立鎌ヶ谷西高等学校 校長 畑 順子 (昭54年卒筑芸)

千葉県立若松高等学校 校長 佐藤 宰 (昭57年卒筑二人間)

千葉県立勝浦若潮高等学校 校長 石塚 和美 (昭57年卒筑二比文)

千葉県立稲毛高等学校・附属中学校 校長 山本 昭裕 (昭55年卒筑体)

習志野市立習志野高等学校 校長 由利 聡 (昭55年卒筑体)

銚子市立銚子高等学校 校長 長谷川 茂 (昭55年卒筑一自)

船橋市立船橋高等学校 校長 山﨑 成夫 (昭56年卒筑体)

常陽茗渓会

会 長 広 瀬 茂
(昭和57年卒筑三社工)

会員 106名

310-0021水戸市南町2-5-5
常陽銀行本店内

TEL 029-231-2151

土浦市学校長会

下高津
小学校 菊 田 靖 久 昭和52年卒

教大体

荒川沖
小学校 矢 口 孝 夫 昭和52年卒

教大文

都和南
小学校 久保田英樹 昭和55年卒

筑二人間

(連絡先)下高津小 TEL 029-821-1100

茗渓会筑波大学支部

支部長 森 嶋 厚 行
(平成10年筑大院・博士課程修了)

支部役員・会員一同

（事務局） 305-8577つくば市天王台1-1-1
茗渓会筑波事務所内
TEL 029-850-1044
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清水 一彦 氏

茗
渓
会
員
の
中
に
は
、
教
職
に
就
い
た
方

も
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
後
に
教

職
に
就
職
希
を
望
す
る
筑
波
大
学
生
の
た

め
に
毎
年
３
月
に
行
っ
て
い
る
「
教
職
就
職

受
験
対
策
研
修
会
」
に
は
、
年
ご
と
に
参
加

希
望
者
の
増
加
が
見
え
、
日
常
的
に
も
、
茗

渓
会
筑
波
事
務
所
で
の
相
談
窓
口
に
は
教

職
に
進
み
た
い
と
希
望
し
て
来
訪
す
る
学

生
も
多
い
の
が
現
状
で
す
。

一
方
、
わ
が
国
で
は
、
社
会
、
経
済
、
文
化

な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対

応
し
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し

て
い
く
た
め
の
大
胆
な
教
育
改
革
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
学
校
で
は
「
い
じ
め
」
や
「
不

登
校
」
の
問
題
が
依
然
と
し
て
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。「
学
力
低
下
」
の
問
題
も
大
き
な
教
育

課
題
の
ま
ま
で
す
。
そ
し
て
近
年
は
、
親
の

経
済
状
態
が
子
ど
も
た
ち
の
勉
学
の
機
会

を
奪
い
つ
つ
あ
る
と
い
う
実
態
が
拡
大
し

て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
季
刊
誌
「
茗
渓
」
で
は
、
茗
渓
会

の
諸
先
輩
や
教
職
を
め
ざ
す
筑
波
大
学
学
生
の

皆
さ
ん
の
関
心
や
要
望
に
応
え
て
い
く
た
め
、

新
し
い
試
み
と
し
て
、
秋
号
か
ら
、
教
育
に
関

す
る
「
連
載
特
集
」
を
組
み
、
教
育
学
者
清
水

一
彦
氏
（
筑
波
大
学
副
学
長
）
と
と
も
に
、
い

ま
わ
が
国
が
直
面
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
教
育

課
題
の
原
因
を
探
り
な
が
ら
、「
未
来
を
託
す
子

ど
も
た
ち
の
た
め
の
望
ま
し
い
教
育
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
い
い
の
か
」
を
シ
リ
ー

ズ
で
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
期
待
下
さ
い
。

滝本 壮大 委員長

今
年
は
第
40
回
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
宿
舎

祭
で
し
た
が
、
両
日
と
も
天
気
に
恵
ま
れ
、
た

く
さ
ん
の
方
々
に
来
場
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

宿
舎
祭
（
や
ど
か
り
祭
）
は
、
新
入
生
を
中

心
と
し
た
学
生
同
士
の
交
流
、
ま
た
学
生
以
外

の
方
々
に
も
祭
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

学
生
と
地
域
の
交
流
の
場
と
な
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
宿
舎
祭
の
テ
ー
マ
は
「
拍
手

喝
祭
」
で
し
た
が
、
祭
を
称
賛
の
拍
手
で
あ
ふ

れ
る
よ
う
な
も
の
に
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

決
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
40
回
を
記
念
し
て
、
40
回
記
念
企
画

「
福
男
レ
ー
ス
」
を
行
い
ま
し
た
。
わ
か
り
や
す

く
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
企
画
を
行
い
た
い
と

考
え
て
い
た
た
め
、
企
画
立
案
の
段
階
で
多
く

の
企
画
案
が
挙
が
っ
て
は
ボ
ツ
と
な
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
ル
ー
ル
、
内
容
が
単
純
明
快
で
、

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
を
大
人
数
が
駆
け
抜
け
る

と
い
う
迫
力
の
あ
る
福
男
レ
ー
ス
と
い
う
案
が

あ
が
り
、
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
安
全
面

や
ル
ー
ト
の
確
保
な
ど
、
様
々
な
問
題
が
あ
り

ま
し
た
が
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
当
日
は
け
が
人
を
出
す
こ
と
な
く
、

無
事
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

福
男
以
外
に
も
御
輿
企
画
や
ゆ
か
た
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
、
様
々
な
企
画
を
行
い
、
成
功
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
出
演
し
て
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ま
、
そ
し
て
来
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆

様
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て

み
る
と
、
第
40
回
は
テ
ー
マ
と
目
的
の
両
方
を

か
な
え
、
委
員
だ
け
で
な
く
来
場
し
て
く
だ
さ

っ
た
皆
さ
ま
と
と
も
に
祭
を
つ
く
り
、
最
後
に

は
祭
に
か
か
わ
っ
た
全
員
が
、
い
い
祭
だ
っ
た

と
称
賛
し
合
え
る
よ
う
な
も
の
に
で
き
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
祭
に
よ
っ

て
、
新
し
い
つ
な
が
り
が
で
き
、
皆
さ
ま
の
こ

れ
か
ら
の
生
活
を
よ
り
良
い
も
の
に
す
る
手
助

け
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

開
催
に
あ
た
っ
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
が

た
、
来
場
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
そ
し
て

と
も
に
祭
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
仲
間
に
お
礼
を

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
の
40
年
の
積

み
重
ね
を
無
駄
に
せ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
宿
舎
祭

が
、
学
生
や
地
域
の
身
近
な
も
の
と
し
て
愛
さ

れ
る
〞
祭
〝
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

報
告
者

滝

本

壮

大

理
工
学
群
工
学
シ
ス
テ
ム
学
類
三
年
）

季刊誌「茗渓」では、秋号から

を

シリーズで連載します



平
成
26
年
度
入
学
式
を
挙
行

４
月
７
日
に
、
大
学
会
館
講
堂
に
お
い
て
、
平
成
26
年
度
学
群
・
理
療
科

教
員
養
成
施
設
の
入
学
式
並
び
に
大
学
院
入
学
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

学
群
２
、２
１
７
人
、編
入
学
生
124
人
お
よ
び
理
療
科
教
員
養
成
施
設
入
学

生
19
人
、
大
学
院
２
、４
１
７
人
が
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

大
学
院
の
人
間
総
合
科
学
研
究
科
に
は
、
社
会
人
特
別
入
試
で
、
元
プ
ロ

野
球
選
手
の
工
藤
公
康
さ
ん
、
吉
井
理
人
さ
ん
、
仁
志
敏
久
さ
ん
が
入
学
。

入
学
式
後
に
開
か
れ
た
記
者
会
見
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

(左から)吉井理人さん、工藤公康さん、

仁志敏久さん

「
く
る
み
ん
」
マ
ー
ク
を
取
得

本
学
は
、
厚
生
労
働
省
茨
城
労
働
局
よ
り
、
労
働
者
の
仕
事

と
子
育
て
の
両
立
を
積
極
的
に
支
援
す
る
「
基
準
適
合
一
般
事

業
主
」
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
）
に
認
定
さ
れ
、
次
世
代
認
定

マ
ー
ク
「
く
る
み
ん
」
を
取
得
し
ま
し
た
。

本
学
は
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
き
、
第
３

期
一
般
事
業
主
行
動
計
画（
平
成
22
年
４
月
〜
平
成
26
年
１
月
）

を
策
定
し
、
子
ど
も
の
看
護
休
暇
の
取
得
要
件
に
つ
い
て
法
律

を
上
回
る
小
学
校
３
年
生
ま
で
に
拡
大
し
た
ほ
か
、
時
間
外
勤

務
縮
減
の
た
め
、
時
間
外
勤
務
が
一
定
時
間
を
超
え
た
職
員
と

そ
の
管
理
監
督
者
に
対
し
注
意
メ
ー
ル
を
自
動
配
信
す
る
シ
ス

テ
ム
を
導
入
す
る
な
ど
の
取
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

現
在
は
第
４
期
一
般
事
業
主
行
動
計
画
（
平
成
26
年
１
月

〜
平
成
27
年
３
月
）に
基
づ
き
、こ
れ
ま
で
に
導
入
し
て
き
た
出

産
や
育
児
に
関
す
る
制
度
の
周
知
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

猶
本
光
選
手
が

Ａ
Ｆ
Ｃ
女
子
ア
ジ
ア
カ
ッ
プ

で
の
活
躍
を
報
告

５
月
14
〜
25
日
に
、
Ａ
Ｆ
Ｃ
女
子
ア

ジ
ア
カ
ッ
プ
ベ
ト
ナ
ム
２
０
１
４
が
開

催
さ
れ
、
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
（
サ
ッ

カ
ー
女
子
日
本
代
表
）
が
初
優
勝
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。

６
月
13
日
に
は
、
こ
の
大
会
で
、
な

で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
に
初
め
て
選
出
さ
れ

た
猶
本
光
選
手（
体
育
専
門
学
群
３
年
）

が
、
永
田
恭
介
学
長
お
よ
び
阿
江
通
良

副
学
長
、
清
水
一
彦
副
学
長
、
東
照
雄

副
学
長
を
表
敬
訪
問
し
て
、
今
大
会
の

成
績
を
報
告
し
ま
し
た
。

「
筑
波
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
キ
ャ
ン
プ
」

開
催
を
発
表

本
学
は
５
月
15
日
、
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
で
記
者
会
見
を
開

き
、
永
田
恭
介
学
長
が
「
筑
波
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
キ
ャ
ン

プ
」
の
開
催
を
発
表
し
ま
し
た
。

同
企
画
は
、
つ
く
ば
を
〞
日
本
の
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
に
〝

を
合
言
葉
に
、
本
学
出
身
の
経
営
者
が
、
起
業
を
目
指
す
本

学
学
群
生
・
大
学
院
生
100
人
を
対
象
に
、
７
月
18
日
〜
20
日

の
３
日
間
に
渡
っ
て
直
接
指
導
す
る
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
で
す
。

講
師
と
し
て
、
森
川
亮
氏
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
株
式
会
社
代
表
取
締

役
社
長
）、
吉
田
和
正
氏（
前
イ
ン
テ
ル
株
式
会
社
代
表
取
締

役
社
長
）、
山
海
嘉
之
教
授（
サ
イ
バ
ー
ダ
イ
ン
株
式
会
社
創

業
者
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
ら
15
人
ほ
ど
が
登
壇
の
予
定
で
す
。

茨城労働局長から認定書を

受け取る東照雄副学長(写真右)

永
田
恭
介
学
長
と
猶
本
光
選
手

左から永田恭介学長、森川亮氏、吉田和正氏

大
学
は
今



に、４割近い例の語順が説明できないことから、別の原則が

関わっていそうである。

そこで、次に母音と子音の音声上の特徴から、等位句の

語順に関わる原則を探ってみた。たとえば、rain or shineで

は語頭の子音は聞こえ度の大きい順に並んでいて、push and
 

pull,hoof anf hornの２例では、語尾の子音はそれぞれ聞こ

え度が「小さい～大きい」という順に並んでいる。この規則

に合致する例を加えると、合計30例（30/43＝69.77％）の等

位句では構成素が明確な原則に従って並べられていることに

なる。それでもなお、30％強の例の語順の並べ方の原則が解

明できない。

等位句の例を『動物農場』から採ったことから、動物を２

種類並べた表現（sheep and cows）、動物の体の部位（manes
 

and tails）、家畜の飼料（oats and hay）、家畜の装備品（bit
 

and spur）などを並べた句が多く出てくる。これらの例のう

ち、英語の構造上の特徴から語順を説明できないものは、言

語構造以外の原則に従っている可能性がある。牧畜業者なら

このような語の種類や優劣の知識が豊富で、並べ方にも通じ

ているかも知れない。しかし、素人は学問上有効な判断はで

きない恐れがあるので、これらの例の考察は別の機会に譲り

たい。

そこで、今度は⑶のようなごく一般的な英語の等位句を取

り上げ、語順の原則について考察してみたい。これらの例に

ついても一定の基準に従ってグループ分けした上で分析する

のが望ましいと思われる。そこで、(3a)の body and soulの

ように本来は一組の「鍋と蓋」のようなものとして存在し、

主たるものが句の最初の位置を占める場合、(3b)の gold
 

and silverのように順序や価値判断が社会通念として定まっ

ていて、好ましいものを最初の位置におく場合、(3c)の east
 

and westのように空間や方角の捉え方として定まっていて、

その順序に単語を配置する場合の３つに分けた。大切なこと

は、これらの等位句の構成素の順序は英語の音構造に優先す

るということである。たとえば、(3a)の body and soul の語

順はすでに見たとおり音節数に関する原則に反するが、「鍋と

蓋」の原則に即したものとして、この語順が優先される。

⑶ a. body and soul,bow and arrow,bread and butter,

fish and chips,pen and ink
 

b. boys and girls,father and son,men and women,

ladies and gentlemen),friends and foes,

gold and silver,heaven and earth,right or wrong,

right and left
 

c. east and west,north and south,far and wide,

in and out,on and off,up and down

興味深いのは、(3a)の例の中で英語の語順が日本語では正

反対になっている場合が24例中４例もあることである。そこ

で、日本語の(4a)のような等位句ではなぜ英語と正反対の

語順が生じるのかを考えてみた。ちなみに、英語の語順と同

じ語順の日本語の等位句は(4b)に挙げた５例である。なお、

日本語の例は音読みではなく、訓読みとする。

⑷ a. friends and foes「敵も味方も」、in and out「出たり

入ったり」、ladies and gentlemen「紳士諸君、並びに

御婦人方、みなさん」、rain or shine「照っても降って

も」、east and west「西に東に」

b. body and soul「身も心も」、north and south「北へ南

へ」、right and left「右や左に」、up and down「上が

ったり下がったり」、win or lose「勝っても負けても」

英語と日本語はまったく別の系統の言語であり、様々な点

において異なるが、特に等位表現に最も関係が深い単位が大

きく異なる。英語では音節がリズムの単位となっていて、

dog,bird,threeではいずれも１音節から成り、強く発音され

る部分が一か所であるのに対して、mother, leader, honest
は２音節から成り、強弱というリズムを示す。一方、３音節

の beautiful,wonderful,excellentは強弱弱のリズムの型を

持つ。これに対して、日本語は「ん」を除いて、母音がなけ

ればリズムの単位が形成されない。そのために、英語ではた

とえば testのような１音節語の場合、日本語では teは子

音＋母音であるから、そのまま「テ」(［te］）となるが、次の

sは単独では存在しえないことから、母音を添えて「ス」

(［su］）とし、最後に語末の tはやはり母音を添えないと語の

一部にはなりえないので、母音を付加して「ト」(［to］）とす

る。その結果、英語では長さの単位として最も短い１音節で

あった語は、日本語に置き換えると「テスト」となる。日本

語のリズムの単位は「モーラ」(mora）と呼ばれ、母音を中心

とする長さの単位を形成していて、母音だけでも、子音＋母

音でも１モーラとなるが、母音の後の［n］（＝［N］）は例外的

に１モーラを形成する。したがって、英語の testを日本語に

置き換えた「テスト」はモーラというリズム（または長さ）

の単位では３モーラの長さがあることになる。

このモーラを用いると、英語の等位句と語順が正反対にな

ったり、英語と同じ語順になる⑸のような日本語の等位句

の語順がきれいに説明できる。すなわち、単語の意味ではな

く、モーラの数が少ない方が最初の位置を占め、多い方が後

にくる。モーラの数が同じ場合には、意味の上で勝っている

ものが先に来る。なお、括弧内の数字はモーラの数を示す。

⑸ a. friends and foes
「敵も味方も」→敵・味方(てき･みかた＝2・3)

in and out
「出たり入ったり」→出る・入る(でる･はいる＝2・3)

east and west
「西に東に」→西・東(にし･ひがし＝2・3)

rain or shine
「照っても降っても」→照る・降る(てる･ふる＝2・2)

b. body and soul
「身も心も」→身・心(み･こころ＝1・3)

north and south
「北へ南へ」→北・南(きた･みなみ＝2・3)

right and left
「右や左に」→右・左(みぎ･ひだり＝2・3)

up and down
「上がったり下がったり」

→上がる･下がる(あがる･さがる＝3・3)

win or lose
「勝っても負けても」

→勝つ・負ける(かつ･まける＝2・3)

英語も日本語も、単語はただ雑然と並んでいるのではなく、

言語特有の原則に従い、その原則は言語の構造に根差してい

る。もっとも、社会通念上の優劣は言語構造上の原則より優

先されることが多い。英語のリズムの単位は音節であるが、

日本語では指折り数えることのできるモーラが単位となって

いる。日本語の多くの等位表現ではモーラの数が少ない方が

最初の位置を占める。

講
座
終
了
後
に
質
問
す
る
参
加
者



support and pleasure,terror and slaughter,to
 

and fro⑸,vanity and ambition,weak or strong
 

c. A＞B (＝1例)

body and soul

(1b)の３つ目のclever or simpleという句は一般の英語

辞典では１音節と考えられているが、正しくは、語末の［l］

は音節を構成することから、２音節語である。それゆえ、同

じく２音節語のcleverと等位句を形成していることから、

(2b)のグループに入ることになる。

言葉は音波であるから、聞き手は山と谷の起伏のある音の

波の情報を手がかりにして音の種類などを識別している。音

には聞こえやすいものとそうではないものがある。具体的に

は、母音は子音よりも聞こえやすく、子音は阻害音（閉鎖音・

摩擦音・破擦音）、鼻音、側音、流音、渡り音の順に聞こえ度

が高くなる。一方、母音は口の開け方の大きい開母音→口の

開け方が狭い閉母音の順に聞こえ度が低くなる。これは「 聞

こえ度」の階級と呼ばれ、阻害音（閉鎖音→破擦音→摩擦音)

→鼻音→流音→渡り音→母音のように右に行くほど聞こえ度

が高まる。

(1b)の例はそのままでは構成素の語順の原則を解明する

手がかりがつかみにくいので、(2a,b,c)のように、音節数が

同じ例をそれぞれ１つのグループに入れてみた。このように

分類すると、(2a)のような１音節語の構成素間の比 は容易

になる。

⑵ a. bit and spur,day and night,ducks and hens,

grain and meal,hay and corn,here and now,
など (20例)

b. sooner or later,support and pleasure,

terror and slaughter (３例)

c. external and internal,misery and slavery,

vanity and ambition (３例)

聞こえ度の階級と音節構造を手がかりにして、等位句の構

成素の音節構造を立体的に表すと（ここでは紙面の都合で省

略するが）、red and black のように音節数は同じであって

も、右側の語の構成素の方が左側のものよりも複雑であるこ

とがわかる。この 例と同じタイプの語は28例中14例あり、

(1a)の音節数の多い構成素が右側に来る等位句と同じ構造

であるとみなせる。そうすると、『動物農場』の43例の等位句

のうち27例 (＝62.80％)では、音節数がより多いか、それと

も音節構造がより複雑な語を２番目の位置に置くという原則

に従って語が並べられているといえる。しかし、それでも、

push and pullのように２つの構成素の音節数と音節構造の

複雑度が同じ場合が12例、grain and mealのように音節数ま

たは音節構造の複雑な語が最初の位置を占める場合が４例、

合計16例（＝全体の37.20％）は原則に合致しない。このよう

英語では gold and silver,heaven and earth,to and fro,

trick or treatのように語が２つ並列して「A and B」または

「A or B」という形式をとる「等位句」と呼ばれる表現が多

く用いられる。このような等位表現の構成素の語順に関する

原則や普遍性の有無などは興味深いことから、今回の講演で

は英語と日本語の等位句を取り上げ、２つの語がどのような

原則に従って並べられているのかについて考えてみた。

英語の等位表現の例はイギリスの小説家ジョージ・オーウ

ェルの『動物農場』(1945年刊)から抜き出した。「A and B」

または「A or B」という形式の句のうち、動詞はShe jumped
 

and slipped on the ice.のように、その意味や語の構造によ

って順序が決まるのではなく、動作や状態の順序に左右され

ることから、対象から除外した。

『動物農場』で用いられている43種類の等位句から構成素

の語順を決定する規則を見つけ出すためには、基準を設定し、

それに基づくグループ分けが必要となる。このような例の分

類方法として最も簡単で便利なのは、構成素の音節数によっ

て⑴のような３つのグループに分けるやり方である。すなわ

ち、等位句の２つの語のうち、２番目の語の方が音節数が多

い(1a)のような場合、２つの語の音節数が同じ(1b)のよう

な場合、最初の語の方が音節数が多くなる(1c)のような場

合の３つである。(1b)型は(1a)型の２倍の例があり、(1a)

型と正反対の(1c)型はわずか１例のみである。このことか

ら、等位句の構成素の語順は語の長さと何らかの関係があり、

頭でっかちの(1c)のような語順はあまり好まれない可能性

がある。なお、⑴の例の括弧内の数字はその句の使用回数を

表す。

⑴ a. A＜B (＝14例)

chaff and mangels,comfort and dignity,correct
 

and original,cows and horses,friends and
 

enemies,geese and turkeys,hunger and
 

overwork,idle and dishonest,old and toothless,

picks and crowbars,rats and rabbits,slowly and
 

mournfully,wheat and barley,wise and
 

benevolent
 

b. A＝B (＝28例)

bit and spur,by and large,clever or simple,day
 

and night (＝night and day),ducks and hens(cf.

hens and ducks⑵),external and internal,grain
 

and meal,hay and corn,here and now,hoof and
 

horn,manes and tails,misery and slavery,oats
 

and hay⑵,once or twice,pigs and lambs,

pushing and pulling,rain or shine,red and black,

rich and free,thick and green,sheep and cows,

sleet and snow,sooner or later (＝soon or late),

平成21年の春に産声を上げた「藤原教授の英語の話」は９回目を迎えた。

平成26年６月21日(土)２時～３時半
於 茗渓会館にて

藤原教授の英語のはなし 第九弾

：藤 原 保 明 (筑波大学名誉教授)
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東
京
教
育
大
学
・
筑
波
大
学
体
育
会
ヨ
ッ
ト
部

O B
・
O
G
と
現
役
部
員
の
交
流

筑
波
大
学
体
育
会
ヨ
ッ
ト
部
で
は
、
今
年
第
52
期
と
な
る
新
入

生
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
は
Ｏ
Ｂ
も
手
伝
っ
て
、
新
入
生
に

海
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
海
で
の
試
乗
会
を
開
い
て
お
り
、

今
年
も
浦
賀
の
サ
ニ
ー
サ
イ
ド
マ
リ
ー
ナ
で
Ｏ
Ｂ
と
新
入
生
を
含

む
現
役
部
員
が
と
も
に
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
と
Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
楽
し
み
ま
し

た
。
こ
の
時
集
ま
っ
た
Ｏ
Ｂ
は
ヨ
ッ
ト
部
10
期
か
ら
43
期
で
、
じ

つ
に
幅
広
い
世
代
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ヨ
ッ
ト
部
で
は
長

年
に
渡
っ
て
Ｏ
Ｂ
と
現
役
部
員
の
交
流
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
た

こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

ヨ
ッ
ト
部
は
、
東
京
教
育
大
の
創
部
の
頃
か
ら
千
葉
県
館
山
の

北
条
寮
（
現
館
山
研
修
セ
ン
タ
ー
）
で
夏
合
宿
を
行
い
、
練
習
に

励
ん
で
き
ま
し
た
。
夏
合
宿
で
は
最
終
日
に
「
Ｏ
Ｂ
戦
」
と
称
し

Ｏ
Ｂ
対
現
役
の
ヨ
ッ
ト
対
抗
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、
Ｏ
Ｂ
戦
参
加
の

た
め
に
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
毎
年
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
北
条
寮
を
訪
れ

て
き
ま
し
た
。
現
役
部
員
は
Ｏ
Ｂ
戦
を
通
し
て
Ｏ
Ｂ
と
知
り
合
い
、

そ
し
て
数
年
後
に
は
自
ら
Ｏ
Ｂ
と
な
っ
て
館
山
を
訪
れ
る
と
い
う

こ
と
が
何
十
年
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

そ
の
他
に
も
年
末
に
は
納
会
、
年
度
末
に
は
追
い
コ
ン
が
毎
年

東
京
で
開
か
れ
、
５
年
ご
と
に
は
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
茗
渓
会

館
で
開
催
し
、
東
京
教
育
大
学
の
Ｏ
Ｂ
、
筑
波
大
学
の
Ｏ
Ｂ
、
そ

し
て
現
役
部
員
が
集
ま
り
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
会
の
正

福
岡
県
支
部
で
は

福
岡
県
支
部
で
は
、
慣
例
と
し
て
現
職
の
校
長
が
支
部
長
を
、

県
教
育
委
員
会
事
務
局
に
勤
務
す
る
職
員
（
主
に
体
育
ス
ポ
ー
ツ

健
康
課
）
が
支
部
事
務
局
長
を
務
め
、
支
部
総
会
及
び
懇
親
会
を

原
則
と
し
て
毎
年
７
月
第
１
土
曜
日
に
福
岡
市
内
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

例
年
、
総
会
に
は
東
京
文
理
科
大
卒
の
大
先
輩
か
ら
新
卒
の
若

手
ま
で
、
多
く
の
会
員
が
集
ま
っ
て
お
り
、
筑
波
大
学
や
茗
渓
学

園
の
活
躍
等
を
話
題
に
し
な
が
ら
、
業
種
や
世
代
の
垣
根
を
超
え

た
幅
広
い
交
流
が
行
わ
れ
、
極
め
て
有
意
義
な
会
と
な
っ
て
い
ま

す
。特

に
、
福
岡
県
は
も
と
よ
り
、
戦
後
日
本
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ

の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
福
岡
大
学
名
誉
教
授
の
梶
山
彦
三

郎
先
生
（
昭
19
体
二
卒
）
に
は
、
盛
夏
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
毎

年
出
席
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
先
生
か
ら
拝
聴
す
る
理
路
整
然

た
る
教
育
論
は
、
後
輩
た
ち
に
と
っ
て
実
に
大
き
な
財
産
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
卒
業
間
も
な
い
若
い
会
員
に
も
、
脈
々
と
続
く
茗
渓
の

繋
が
り
を
大
切
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
、
筑
波
大
卒
会
員
を

中
心
と
し
た
『
若
手
会
員
の
集
い
』
を
毎
年
12
月
に
行
っ
て
い
ま

す
。今

後
も
、
多
様
な
人
材
を
有
す
る
茗
渓
会
の
輪
を
広
げ
、
会
員

相
互
の
親
睦
は
も
と
よ
り
、
啓
発
に
資
す
る
支
部
活
動
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
会
員
の
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

支
部
長

奥
山
訓
近
（
昭
53
教
大
木
工
）

式
名
称
は
「
茗
渓
ヨ
ッ
ト
倶
楽
部
」
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
Ｏ
Ｂ

へ
の
お
知
ら
せ
や
、
そ
の
他
宣
揚
歌
で
も
「
東
京
教
育
大
学
・
筑

波
大
学
」
と
両
大
学
名
を
常
に
併
用
し
、
東
京
教
育
大
学
の
名
は

Ｏ
Ｂ
会
で
は
今
も
な
お
健
在
で
あ
り
現
役
で
す
。
こ
れ
だ
け
の
世

代
の
広
が
り
を
持
っ
た
交
流
の
場
は
そ
う
あ
る
も
の
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
も
よ
り
発
展
・
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

来
た
れ

新
入
生
。

（
筑
波
大
学
人
間

昭
61
年
卒

筑
波
大
学
ヨ
ッ
ト
部
21
期

大
畠
久
幸
）
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茗
溪
学
園
だ
よ
り

茗
溪
学
園
の
校
技

ラ
グ
ビ
ー
・
剣
道

本
校
で
は
、
男
子
は
ラ
グ
ビ
ー
、
女
子
は
剣
道
を
校
技
と
し
、

体
育
授
業
で
は
全
員
に
履
修
さ
せ
て
い
ま
す
。
特
定
の
種
目
を
校

技
と
し
た
の
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
に
関
心
と
親
し
み
を
持
ち
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
楽
し
む
雰
囲
気
を
作
る
に
は
、
校
技
と
し
て
よ

り
深
く
経
験
す
る
こ
と
が
よ
い
、
と
い
う
初
代
校
長
の
考
え
に
よ

る
も
の
で
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
が
選
ば
れ
た
の
は
、
英
国
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ク
ー
ル

を
手
本
と
し
た
寮
生
活
を
、
教
育
に
取
り
込
も
う
と
す
る
考
え
と
、

チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
で
は
最
も
多
い
15
人
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
、

一面の銀世界。今年の突寒ラグビーは大雪に見

舞われた

校技大会・剣道。全校優勝チームは教員選抜（剣

道の先生を含む）チームに挑戦。試合場を多くの

生徒が取り囲み観戦・応援する。

「次、行くところは？何を調べるんだっけ。」

中央農業総合研究センターにて。

中学③年は班別活動で、予め決めた行動計画に

従って移動していく。

本
校
の
運
動
場
の
制
約
（
長
方
形
の
グ
ラ
ン
ド
が
一
面
し
か
取
れ

な
い
）
か
ら
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
よ
り
多
く
の
生
徒
た
ち
に

運
動
量
を
確
保
す
る
に
は
最
適
、
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
し
た
。

筑
波
大
よ
り
ラ
グ
ビ
ー
を
専
攻
し
た
体
育
教
師
を
迎
え
、
開
校
以

来
男
子
生
徒
は
ラ
グ
ビ
ー
に
親
し
ん
で
き
ま
し
た
。

女
子
の
剣
道
は
、
少
し
遅
れ
ま
し
た
が
、
剣
道
を
専
門
と
す
る

体
育
教
師
を
得
て
、
校
技
と
な
り
ま
し
た
。
一
対
一
で
対
峙
す
る

緊
張
感
の
中
、「
攻
め
て
打
つ
」
と
い
う
剣
道
の
考
え
が
、
社
会
に

出
て
活
躍
す
る
女
性
に
は
大
い
に
役
立
ち
、
校
技
と
し
て
価
値
あ

る
も
の
と
、
初
代
校
長
が
話
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

礼
を
重
ん
ず
る
こ
と
、
構
え
た
姿
の
美
し
さ
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

ラ
グ
ビ
ー
、
剣
道
が
校
技
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
校

に
は
、
他
校
に
は
な
い
い
く
つ
か
の
特
徴
的
な
行
事
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

寒
𥡴
古
・
突
寒
ラ
グ
ビ
ー

こ
れ
は
、
高
校
２
年
生
（
こ
の
行
事
の
期
間
全
員
が
寮
生
活
を

す
る
）
と
寮
生
が
参
加
し
ま
す
が
、
厳
寒
の
２
月
、
夜
も
明
け
や

ら
ぬ
早
朝
に
行
わ
れ
ま
す
。
剣
道
を
校
技
と
す
る
か
ら
に
は
、
寒

𥡴
古
は
必
然
の
流
れ
で
あ
り
、
開
校
以
来
の
行
事
と
な
っ
て
い
ま

す
。
高
校
２
年
の
女
子
全
員
と
寮
生
の
女
子
、
中
学
１
年
寮
生
男

女
が
参
加
し
ま
す
。
筑
波
大
学
剣
道
部
の
協
力
を
得
て
、
総
勢
二

百
名
ほ
ど
の
声
が
体
育
館
に
こ
だ
ま
し
ま
す
。

男
子
の
ラ
グ
ビ
ー
は
、
武
道
に
お
け
る
「
寒
𥡴
古
」
の
よ
う
な

名
称
が
な
か
っ
た
の
で
、
本
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
「
突
寒
ラ
グ
ビ
ー
」

と
名
付
け
ま
し
た
。
朝
５
時
半
過
ぎ
、
暗
闇
の
中
ボ
ー
ル
も
見
え

な
い
よ
う
な
状
況
で
始
ま
り
ま
す
が
、
体
か
ら
湯
気
が
沸
き
立
つ

ほ
ど
の
熱
気
に
溢
れ
る
プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

厳
し
い
条
件
に
耐
え
て
打
ち
克
つ
精
神
の
強
さ
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
生
徒
た
ち
は
、
声
を
掛
け
合
っ
て
元
気
よ
く
こ
の
行
事
を
や

り
遂
げ
ま
す
。

校
技
大
会

ラ
グ
ビ
ー
、
剣
道
の
一
年
間
の
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
、

３
月
年
度
末
の
２
日
間
、
校
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
剣
道
で
は

学
級
対
抗
の
団
体
戦
と
、
１
年
か
ら
５
年
の
縦
割
り
学
級
チ
ー
ム

（
Ａ
〜
Ｆ
組
）に
よ
る
試
合
が
行
わ
れ
ま
す
。
団
体
で
は
、
学
年
優

勝
チ
ー
ム
が
全
校
優
勝
を
か
け
て
対
戦
し
、
中
学
生
が
高
校
生
を

破
る
試
合
も
見
ら
れ
ま
す
。
剣
道
部
員
の
活
躍
も
あ
り
ま
す
が
、

週
１
回
早
朝
に
剣
道
を
行
っ
て
い
る
寮
生
が
、
チ
ー
ム
の
勝
敗
の

カ
ギ
を
握
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
校
女
子
の
ほ
ぼ
全
員
が
、
卒

業
時
に
は
剣
道
１
級
以
上
の
有
資
格
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
は
、
学
年
ご
と
の
学
級
対
抗
戦
で
す
が
、
中
学
１
、

２
年
生
は
、
体
重
順
に
２
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
重
量
級
、
軽
量
級

同
士
で
対
戦
し
ま
す
。
中
３
以
上
は
15
人
制
ラ
グ
ビ
ー
で
す
。
ク

ラ
ス
の
全
員
が
出
場
す
る
よ
う
に
交
替
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
、
ラ
グ
ビ
ー
部
員
の
同
時
出
場
人
数
な
ど
が
学
年
ご
と
の
ル
ー

ル
と
し
て
決
め
ら
れ
ま
す
。
部
員
は
学
級
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て

頑
張
り
ま
す
が
、
選
手
と
し
て
で
は
な
く
、
学
級
を
い
か
に
ま
と

め
ら
れ
る
か
と
い
う
力
量
が
学
級
の
戦
績
に
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

研
究
所
見
学
（
春
の
行
事
）

こ
の
行
事
は
、
年
度
初
め
の
４
月
、
近
く
に
あ
る
農
林
研
究
団

地
の
一
般
公
開
日
に
日
程
を
合
わ
せ
て
行
う
科
学
の
街
「
つ
く

ば
」
な
ら
で
は
の
も
の
で
す
。
こ
の
日
、
中
学
１
年
生
は
、
エ
キ

ス
ポ
セ
ン
タ
ー
や
地
質
標
本
館
に
、
中
学
２
、
３
年
生
は
、
農
林

研
究
団
地
に
向
か
い
ま
す
。
中
学
は
全
員
歩
い
て
い
き
ま
す
。
１

年
生
は
学
年
全
体
で
、
２
年
生
は
学
級
ご
と
に
、
３
年
生
は
班
ご

と
に
行
動
計
画
を
作
成
し
て
見
学
先
を
決
め
て
い
ま
す
。

高
校
１
年
は
、
つ
く
ば
市
内
で
は
あ
り
ま
す
が
歩
く
に
は
遠
す

ぎ
る
研
究
施
設
（
高
エ
ネ
研
、
土
木
研
、
国
土
地
理
院
、
実
験
植

物
園
な
ど
）
に
バ
ス
移
動
で
見
学
し
ま
す
。
高
校
２
年
は
、
千
葉

県
佐
倉
市
に
あ
る
歴
史
民
俗
博
物
館
、
高
校
３
年
は
、
東
京
の
科

学
未
来
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
学
１
年
か
ら
高
校
２
年
ま
で
の
活
動
は
、
秋
に
行
わ
れ
る
そ

れ
ぞ
れ
の
学
年
行
事
で
あ
る
キ
ャ
ン
プ
や
国
内
・
海
外
研
修
旅
行

時
の
集
団
行
動
（
活
動
単
位
に
よ
っ
て
連
絡
態
勢
が
変
化
す
る
の

で
）
の
練
習
機
会
と
し
て
も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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岡
本

茂

25
理
一

30
教
大
数

32
院
修
数

（
千

葉
）

鈴
木

博
雄

28
教
大
教

30
院
修
教

（
茨

城
）

今
村

浩
明

34
教
大
教

（
千

葉
）

栗
林

幸
男

31
教
大
数

33
院
修
数

（
長

野
）

北
尾

倫
彦

30
教
大
心

（
大

阪
）

桜
井

治

32
教
大
体

（
兵

庫
）

関

一
雄

34
院
修
日
文

（
山

口
）

佐
藤

恒
雄

40
教
大
国

42
院
修
日
文

（
香

川
）

瑞
宝
小
綬
章

下
山

晃
弘

35
教
大
体

（
青

森
）

中
庭

秀
樹

41
教
大
総
農

（
茨

城
）

小
堀

和
彦

38
教
大
地

（
栃

木
）

著 書 紹 介

終
日
自
彊
息
ま
ず

中
村
俊
也
先
生
追
悼

集

編

集

発

行

中
村
俊
也
先
生
追
悼
文
集
刊
行
会

本
の
大
き
さ

全
178
頁
、
上
製
本
。

連

絡

先

〒
六
一
二－

五
二
二

京
都
市
伏
見
区
深
草
藤
森
町
一
番
地

京
都
教
育
大
学
国
文
学
科

谷
口
匡

メ

ー

ル

ta
d
a
sh
i ＠
k
y
o
k
y
o
-u
.a
c.jp

二
〇
一
三
年
三
月
に
逝
去
し
た
中なか
村むら
俊しゅん
也や
前
筑
波
大
学
教
授
（
昭
41
教
大
漢
）
を
偲
ん
で
、

比

文
化
学
類
、
地
域
研
究
研
究
科
の
有
志
卒
業
生
等
が
呼
び
か
け
、
編
集
し
た
追
悼
文
集
。

口
絵
写
真
、
略
年
譜
、
著
作
目
録
、
随
想
文
・
研
究
会
レ
ジ
ュ
メ
な
ど
を
含
む
遺
稿
、
杜
維

明
教
授
弔
電
、
弔
辞
、
追
悼
文
43
篇
で
構
成
さ
れ
る
。

表
題
の
「
終
日
自じ
彊きょう
息や
ま
ず
」
は
日
々
倦
ま
ず
努
め
る
意
で
、『
易
経
』
に
由
来
す
る
中
村
先

生
の
座
右
の
銘
よ
り
と
っ
た
も
の
。
比

文
化
学
類
通
信
『
光
陰
』
に
執
筆
し
た
珠
玉
の
随
筆

を
多
数
収
め
、
当
時
の
大
学
を
と
り
ま
く
世
相
も
窺
え
る
。

僅
少
な
が
ら
残
部
あ
り
、
入
手
希
望
の
方
に
は
無
料
に
て
お
送
り
す
る
の
で
、
氏
名
・
送
付

先
を
添
え
て
、
前
記
連
絡
先
ま
で
早
め
に
ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

谷
口

匡
（
昭
60
筑
二
比
）

公
立
中
一
貫
校
長
の
校
長
日
誌

著

者

高
岡

正
幸
（
昭
52

教
大
漢
文
）

本
の
大
き
さ

Ａ
５

192
ペ
ー
ジ

１
、９
４
４
円

出

版

社

学
事
出
版

高
校
教
員
、
県
教
育
委
員
会
管
理
主
事
、
指
導
主
事
を
経
て
高
校
教
頭
、
中
学
校
校
長
、
県

教
委
指
導
課
長
を
務
め
た
著
者
が
、
千
葉
県
立
初
め
て
の
中
高
一
貫
校
、
千
葉
県
立
千
葉
中
学

校
・
高
等
学
校
の
校
長
に
発
令
さ
れ
、
在
職
４
年
間
の
記
録
を
、
生
徒
へ
の
講
話
や
学
校
内
外

へ
の
教
育
に
関
す
る
寄
稿
等
で
綴
っ
た
学
校
経
営
日
誌
。

併
せ
て
、
県
高
等
学
校
国
語
部
会
長
、
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
会
長
、
県
高
等
学
校
長
協
会

長
も
歴
任
し
た
著
者
の
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
寄
稿
や
地
元
誌
で
あ
る
千
葉
日
報
へ
の
寄
稿
も
収
録

し
た
。
中
学
・
高
校
の
学
校
経
営
に
つ
い
て
示
唆
に
富
ん
だ
文
章
を
多
く
収
録
し
て
い
る
。

著
書
紹
介
の
掲
載
に
つ
い
て

季
刊
誌
「
茗
渓
」
に
は
、
茗
渓
会
員
の
皆
さ
ま
の
著
書
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
先
輩
・

後
輩
・
友
人
な
ど
の
著
書
を
、
25
字
×
18
行
程
度
の
紹
介
文
に
し
て
茗
渓
会
事
務
局
へ
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
書
名
、
著
者
お
よ
び
ご
本
人
の
卒
業
年
度
、
学
部
・
学
科

学
群
・
学
類

、
本

の
大
き
さ
、
ペ
ー
ジ
数
、
価
格
、
発
行
所
等
を
付
記
し
て
下
さ
い
。

旭
日
中
綬
章

高
松

信
英

32
教
大
教

長

野
）

瑞
宝
中
綬
章

藤
井

英
嘉

33
教
大
体

（
北
海
道
）

小
川

英
行

34
教
大
物

（
岩

手
）

平
成
二
十
六
年
春
の
叙
勲

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
敬
称
略
）

牧
野

彰
吾

41
教
大
動

（
埼

玉
）

三
戸

一
嘉

41
教
大
健

（
埼

玉
）

仲
村

計
美

43
教
大
哲

（
千

葉
）

京
野

勝

40
教
大
農
化

（
神
奈
川
）

須
山

英
治

40
教
大
日
史

（
神
奈
川
）

古
谷

多
市

38
教
大
健

（
和
歌
山
）

瑞
宝
双
光
章

齋
藤

俊
英

40
教
大
哲

（
神
奈
川
）

土
谷

忠
昭

40
教
大
体

（
大

分
）

高
齢
者
叙
勲

瑞
宝
小
綬
章

野
尻

憲
治

22
農
教
化

（
福

井
）



桐の葉のつどい 同期入学、卒業または同行のみなさんの集まりを紹介したものです。

□博報堂OB茗渓会
と き 平成26年３月27日(木）

ところ 茗渓会館

昭和30年代、40年代に卒業し、教職が多い中で広告会社博報堂へ入

社した仲間はこれまでの総勢は60名を超えている。これには元東京

教育大学教授石三次郎先生と元博報堂副社長川上昇氏のお二人の功

績に負うところが大きい。石先生は学生の一般企業への就職に、川上

氏は東京高等師範を卒業され、後輩の博報堂への入社に尽力されま

した。お二人のご功績に感謝しながらの昼食会でした。これぞ東京教

育大学・筑波大学と博報堂との「絆」です。 （長坂邦彦)

□三四会（東京教育大学 理学部 数学科 昭和 年卒）
と き 平成25年５月23日(金)

ところ さがみ（銀座・ニュートーキョー２Ｆ）

卒業して55年、47回目の集いになる。遠路福岡、香川、新潟、松本か

らを含めて14人の出席を得た。昨年、病を押して参加してくれたＭ君が

残念ながら物故され、彼に捧げる黙祷から始まった。４月初めに、人間

ドック学会他が健康基準値の緩和を発表があり、一挙に健康優良老人と

なったと喜びの声が挙がった。歓談の後、Ｙ君が地元の子供たちに行っ

ている手品をいくつか披露してくれた。その中に、フィボナッチの数列

を用いた「数当て遊び」に関心が集まった。

来年は、５月22日(金)に集まることを約束して散会した。

（文・写真 龍井昇治)

□昭和 年英語学・英米 学専攻卒業クラス会
と き 平成26年５月16日(金）

ところ 新宿高島屋タイムズスクエア「美先」

卒業時に40名いたクラスメイトも58年後の全員が傘寿を迎えた現

在、呼びかけに応じ集合した者は9名でした。近況報告では全員が思

い思いに過去、現在、未来を熱く語り時が経つのも忘れるほどでした

が２年後の再会を期して別れました。 （幹事 古谷三郎)

写真説明：後列左から／園城寺信一、古谷三郎、岡野昌雄、

松崎中正、川名幸雄

前列左から／鎌井恒子、半谷順子、諏訪秀隆、中田 修

□東京教育大学 学部史学科東洋史学専攻昭和 年卒業クラス会
と き 平成26年５月25日(日)～27日(火）

ところ 会津若松市東山温泉 新瀧旅館

７年前までは、ご健在だった中嶋敏先生を含めて、山紫会という名

で、山行・お寺巡礼・温泉巡りなど、毎年数回、行事を行ってきまし

た。今年は卒業して51年、福島県の会津・東山温泉に９名集まりまし

た。母校が人脈、建物とも跡形もない（占春園を除いて）のは、何と

いっても、「さびしいなあ」という声もありました。

（写真：柴崎正行 文：中村幸次)

□東京教育大学農学部林学科昭和 年入学者同期会
と き 平成26年４月18日(金）

ところ 銀座ライオン池袋東口店

昭和37年入学の同期12名が茗溪会館に集合、筑波大学東京キャン

パスと占春園を散策の後、池袋で旧交を温めました。半世紀ぶりに顔

を合わせた仲間も、卒業当時の顔と声で、大いに話が盛り上がりまし

た。物故者４名を偲ぶと共に、生き続けての再会を誓いました。(写

真：前列左から／矢野、山下、永田、河野、宮崎、後列左から／小板

橋、松尾、本郷、指籏、青山、石亀、神川、都合つかず欠席／福田、

中池) （幹事：神川、宮崎、松尾)
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12

〒932-0

逝去会員氏名・卒年科・逝去年月日・

遺族住所・氏名

岡田 明 筑波大学名誉教授 26・1・26

〒270-0123 流山市若葉台58-41 長女 高橋 淳子

渡邉 良雄 筑波大学名誉教授 25・10・8

〒166-0002 杉並区高円寺北3-26-8 妻 渡邉 美枝

牧野 正利 昭16文二 26・4・3

〒814-0142 福岡市城南区片江5-32-7 妻 牧野美津子

浅井 正友 昭16理二 25・12・6

〒921-8133 金沢市四十万町北ヲ26 妻 浅井 礼子

小島 英男 昭18文五 26・4・3

〒370-0864 高崎市石原町1088 妻 小島 光子

大谷地元一 昭18将軍数 26・4・25

〒639-0254 香芝市関屋北7-15-14 長男 大谷地元弘

石田 巌 昭19臨物象 25・1・21

〒165-0026 中野区新井3-36-21-504 妻 石田 美子

松本 壽吉 昭19体専 26・3・28

〒815-0075 福岡市南区長丘2-17-23-301 妻 松本 朝子

宮崎 武臣 昭19農教 26・6・6

〒802-0816 北九州市小倉南区若園4-14-58 妻 宮崎 和子

鵜澤 武視 昭20体専 26・1・27

〒289-2145 匝瑳市若潮町8-11 妻 鵜澤三井子

山崎四三夫 昭20農教 26・4・24

〒692-0017 安来市下坂田町987-1 長男 山崎 賢二

塩井 清従 昭20文図講習所 25・11・28

〒222-0031 横浜市港北区太尾町1730 長男 塩井 秀雄

坪内 薫 昭22臨生 26・1・18

〒146-0085 大田区久が原2-4-25 妻 坪内 昭恵

早川芳太郎 昭23大哲 24・9・6

〒114-0023 北区滝野川3-87-3 霜鳥様方 妻 早川 昭子

菊地 定則 昭23特中国漢 26・4・17

〒371-0003 前橋市堤町555-14 二男 菊地 公則

楠見 善男 昭24大化 26・2・26

〒174-0051 板橋区小豆沢3-11-5-103 長男 楠見 充男

原田 榮 昭24文四 26・3・31

〒965-0832 会津若松市天神町5-25 妻 原田 ユキ

加藤 薫 昭24理一 26・4・10

〒178-0065 練馬区西大泉1-27-21 長女 加藤 明子

馬場 丈夫 昭24理四 26・4・9

〒975-0005 南相馬市原町区二見町2-65-1 妻 馬場 桂子

本庄 寛 昭25大英 25・9・18

〒215-0005 川崎市麻生区千代ヶ丘5-2-10 妻 本庄 雅子

植草 栄 昭25体 25・2・1

〒273-0002 船橋市東船橋5-12-17 妻 植草 千重

岩田 豊 昭26理三 26・2・6

〒418-0051 富士宮市淀師1386-10 妻 岩田 多子

小出 勝彦 昭26理四 25・12・24

〒959-1824 五泉市吉沢2-3-44 妻 小出 内子

武藤 忠春 昭26芸 26・5・15

〒185-0032 国分寺市日吉町3-9-2 長男 武藤 大司

金子 光雄 昭26農教 26・3・7

〒252-0243 相模原市中央区上溝7-20-12 妻 金子 淳子

石野昌一郎 昭26農教 25・6・

2・28

〒336

122 小矢部市浅地85 長男 石野 昌一

津村 靖 昭27理二 25・2・28

〒271-0092 松戸市松戸新田533-12 妻 津村 きみ

小柳 弘 昭27農教 26・2・19

〒960-8254 福島市南沢又字西原32 長男 小柳 尚

内田 正男 昭28教大化 26・5・19

〒270-2261 松戸市常盤平5-22-6 妻 内田 典子

浦野 尚 昭28教大農経 25・11・17

〒277-0042 柏市逆井4-11-26 長女 村岡 純子

金井 秀一 昭32教大東史 26・3・10

〒370-0071 高崎市小 木町1423-15 妻 金井 文代

斉藤源三郎 昭33教大東史 26・2・17

〒195-0074 町田市山崎町1189-9 妻 斉藤 道子

森竹 秀世 昭33教大農経 26・4・8

〒420-0873 静岡市葵区籠上7-33 妻 森竹 弘子

小池 正胤 昭34院修日文 26・1・26

〒161-0031 新宿区西落合1-27-12 妻 小池 三枝

野村 和生 昭35教大倫 25・5・29

〒226-0013 横浜市緑区寺山町362-36 妻 野村 和子

青柳 好信 昭35教大教 26・2・20

〒326-0012 足利市大久保町949-6 妻 青柳 柳子

市村 緑郎 昭37教大彫塑 26・4・27

〒338-0014 さいたま市中央区上峰4-14-20 妻 市村 晴子

佐々木明彦 昭38文図養成Ｂ 26・2・20

〒755-0081 宇部市北小羽山町3-3-3 妻 佐々木鶴代

茨木 俊夫 昭39教大特教 26・

開
催
さ
れ
ま
す
。

⑴

-0917 さいたま市緑区芝原3-11-10 妻 茨木 啓子

齋藤 功 昭40教大地 26・3・27

〒300-0837 土浦市右籾1994-18 妻 齋藤 信子

久下 正和 昭47教大体 26・1・12

〒520-2271 大津市稲津3-13-7 妻 久下マサ子

追
悼
の
つ
ど
い
の
ご
案
内

日

時

平
成
26
年
９
月
13
日

土
）

11
時
30
分
〜
14
時
30
分

場

所

筑
波
大
学

大
学
会
館
３
階

特
別
会
議
室

参
加
対
象

事
務
局
に
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
物
故
の
客

員
会
員
の
ご
遺
族
と
関
係
者

ご

案

内

７
月
末
か
ら
８
月
初
旬
に
ご
案
内
致
し
ま
す

公
開
講
座

今
後
の
予
定

東
京
地
区

今
年
度
の
予
定
は
終
了
し
ま
し
た

筑
波
地
区

筑
波
地
区
の
公
開
講
座
は
、
本
会
と
筑
波
大
学
、
学
都

資
金
財
団
の
共
催
で

の
栽
培
と
管
理
』

⑶

日

時

平
成
26
年

土
）

場

所

筑
波
研
修
セ
ン
タ
ー

講

師

藤
原
保
明
先
生

筑
波
大
学
名
誉
教
授
）

題

目

英
語
の
は
な
し

第
10
弾

「
英
語
を
さ
か
の
ぼ
る
」

⑵

日

時

平
成
26
年
11
月
29
日

土
）

場

所

筑
波
研
修
セ
ン
タ
ー

講

師

西
川
綾
子
先
生

本
会

理
事
）

水
戸
植
物
公
園

園
長
）

題

目

『
年
末
・
年
始
に
楽
し
む
寄
せ
植
え

鉢
花

6
年
11
月
26
日

日

時

平
成
26
年
12
月
13
日

土
）

場

所

筑
波
大
学

国
際
会
議
室

講

師

熊
倉
功
夫
先
生（
静
岡
文
化
芸
術
大
学
長
）

題

目

未
定

茗
渓
賞

顕
彰
式

日
程

日

時

平
成
2

会
議
室
ほ
か

＊
顕
彰

水
）

11
時
30
分
開
会

14
時
20
分
終
了

場

所

筑
波
大
学

特
別

作
成
し
顕
彰
者
及
び

録

平
成
27
年
４
月
に

。

係

者
に
贈
呈
し
ま

関

す

悼 (録 称略)敬追

b
タイプライターテキスト
９月27日

b
タイプライターテキスト



地
域
組
織

支
部
）へ
の
会
費
還
元
に
つ
い
て

茗
渓
会
は
、
地
域
・
職
域
に
お
け
る
単
位
組
織
（
支
部
等
）
の

活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
、
所
属
支
部
会
員
が
支
払
っ
た
年
会
費

の
一
部
を
各
支
部
へ
還
元
し
ま
す
。
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
平
成

25
年
度
中
の
年
会
費
支
払
者
数
を
支
部
別
に
集
計
し
、
還
元
金
を

算
出
し
ま
す
。
た
だ
し
、
支
部
集
金
分
に
つ
い
て
は
集
金
手
数
料

を
支
払
っ
て
い
ま
す
の
で
除
外
し
ま
す
。
方
法
は
次
の
と
お
り
。

計
算
式＝

支
部
所
属
納
入
者
数
×
会
費
額

３
、
５
０
０
円
）
×
0.1

26
年
度
支
部
組
織
表
の
所
定
欄
に
送
金
先
口
座
番
号
を
記
入
し

て
届
出
。
口
座
名
義
は
支
部
名
義
ま
た
は
役
員
の
個
人
名
義
。

支
部
か
ら
は
、
還
元
金
の
使
途
に
つ
い
て
、
支
部
活
動
の
実
際

に
応
じ
て
報
告
す
る
。
支
部
総
会
時
に
作
成
し
た
事
業
報
告
書
、

決
算
報
告
書
、
事
業
計
画
書
、
予
算
書
等
で
も
よ
い
。

以
上
、
地
域
・
職
域
等
の
活
動
の
活
性
化
と
会
員
及
び
会
費
獲

得
を
期
し
て
、
こ
の
新
規
事
業
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

地
域
組
織

支
部
）総
会

こ
れ
か
ら
地
域
組
織

支
部
）の
総
会
が
次
々
と
開
催
さ
れ
ま
す
。

本
部
か
ら
理
事
が
お
伺
い
す
る
組
織
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大

阪
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／
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筑
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大
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）
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富
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６
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愛

知

７
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12
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東

京

11
／

16
）
山

梨

12
／

8
）

お
詫
び
と
訂
正

前
号

１
０
８
１
号

平
成
26
年
春
号
）で
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

Ｐ
１

下
段
右

写
真
の
説
明

正
）
笹
岡
る
り

洋
画
「
呼
応
す
る
記
憶
」

誤
）
福
山
菜
穂
子

ク
ラ
フ
ト
領
域
「
あ
る
日
の
こ
と
」

下
段
左

写
真
の
説
明

正
）
福
山
菜
穂
子

ク
ラ
フ
ト
領
域
「
呼
応
す
る
記
憶
」

誤
）
笹
岡
る
り

洋
画
「
呼
応
す
る
記
憶
」

平
成

年
度
人
事
に
つ
い
て

一
般
社
団
法
人

茗
渓
会

理

事

長

江
田

昌
佑

副
理
事
長
（
財
務
経
営
担
当
）

井
口

武
雄

副
理
事
長
（
同
窓
会
・
大
学
対
応
担
当
）
西
川

潔

常
務
理
事
（
兼
事
務
局
長
）

高
野

力

事
務
局

大
塚
事
務
所

髙
原

將

所
長
）

岩
田

敏
昭

室
岡

和
彦

和
泉

千
代

重
政
文
三
郎
非
常
勤

）

清
水

進
一
非
常
勤

）

筑
波
事
務
所

五
木
田
喜
男

所
長
）

立
山

雅
博

関
連
法
人

一
般
財
団
法
人

筑
波
学
都
資
金
財
団

理

事

長

田
中

正
造

副
理
事
長

鶴
巻

勝
夫

常
務
理
事

髙
野
大
二
郎

学
校
法
人

茗
溪
学
園

理

事

長

西
野
虎
之
介

校

長

柴
田

淳

「
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
」
掲
載
漏
れ
の
お
詫
び
と
追
記

本
誌
１
０
７
９
号
と
１
０
８
１
号
に
茗
渓
フ
ェ
ロ
ー
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
会
員
の
皆
様
の
芳
名
録
を
掲
載
致
し
ま
し
た
が
、
平

成
26
年
１
月
７
日
に
お
振
り
込
み
い
た
だ
い
た
福
田
正
義
様
の
氏

名
が
漏
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
追
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
般
社
団
法
人

茗
渓
会
に
ご
寄
付

こ
の
た
び
昭
和
24
年
に
東
京
文
理
科
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
本
会

の
会
員
様
（
匿
名
希
望
）
か
ら
平
成
26
年
５
月
７
日
に
10
万
円
の

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
意
向
に
従
い
ま
し
て
有
効
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

誌
上
を
か
り
て
、
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

編
集
後
記

・
特
集
は
「
第
３
回
定
時
総
会
」
で
す
。
例
年
掲
載
し
て
い
る
内

容
の
他
に
井
口
副
委
員
長
の
「
茗
渓
会
拡
充
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ゴ
ー
・
５
・
go
作
戦
」
の
中
間
報
告
と
神
奈
川
茗
渓
会
会
長
の

清
水
進
一
氏
の
総
会
に
関
す
る
投
稿
を
、
掲
載
し
ま
し
た
。

・
前
号
か
ら
掲
載
を
始
め
た
「
大
学
は
今
」
は
、
筑
波
大
学
の
広

報
室
か
ら
原
稿
と
写
真
の
提
供
を
受
け
て
編
集
し
た
も
の
で
す
。

同
じ
く
前
回
か
ら
掲
載
を
始
め
た
「
茗
渓
東
西
南
北
」
へ
今
後

と
も
積
極
的
に
各
地
の
活
動
の
様
子
を
ご
連
絡
下
さ
い
。
記
事

が
多
け
れ
ば
増
ペ
ー
ジ
し
て
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

お
願
い

・
正
確
な
会
員
情
報
把
握
の
た
め
に
、
住
所
、
勤
務
先
の
変

更
は
す
ぐ
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

・
年
会
費
の
お
振
込
み
は
、
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

表
紙
の
言
葉

表
紙
デ
ザ
イ
ン

茗
渓
会
副
理
事
長

西
川

潔

大
学
の
ほ
ぼ
中
心
、
図
書
館
前
の
広
場
中
央
に
設
置
さ
れ
た
彫

像
。
東
京
高
等
師
範
学
校
卒
業
の
中
村
晋
也
先
生
が
２
０
０
７
年

に
文
化
勲
章
を
授
章
さ
れ
た
翌
年
に
、筑
波
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
。

今
や
景
観
に
も
す
っ
か
り
馴
染
み
、
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
キ
ャ

ン
パ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。
作
品
名
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―筑波大学の知の発信―
〒305-8577つくば市天王台1-1-1
http://www.press.tsukuba.ac.jp/

ご注文は最寄りの書店または丸善出版へ

TEL 03(3512)3256

秋葉原駅からつくばエクスプレスで45分「つくば駅」下車
●バス／「筑波大学循環」３つ目「筑波メディカルセンター前」下車
徒歩８分●つくば駅からタクシー／５分

海 城 中 学 ・ 高 等 学 校

〒169-0072東京都新宿区大久保3-6-1

電話 03-3209-5880

校 長 水谷 弘（昭40教大数)

聖 徳 大 学 学部

〒271-8555千葉県松戸市岩瀬550
電話 047-365-1111(代表)

E-mail:akifuji＠seitoku.ac.jp

学部長 藤原 保明
昭48教修英
平３筑博文言

芸社

茗渓会館写真スタジ

一般社団法人 食医同源之会

〒124-0024東京都葛飾区新小岩1-43-6
オリムピアビル６Ｆ
TEL&FAX03-3654-2410

代表理事 渡邉 悟 56筑二農
62筑院博農

http://syokuidougen.main.jp

堀 内 法 律 事 務 所

〒305-0025つくば市花室1011番地

TEL029(857)4411 FAX029(857)4412

所長・弁護士 堀内 昭三（35教大法政)

〒105-8507東京都港区芝２丁目32番１号

電話 03(3456)1578

執行役員 楢岡 祥之（昭57筑社工)

相続・法人設立・ビザ etc...

行政書士 髙谷真一事務所

〒300-0826土浦市小松ヶ丘町3番15号

TEL&FAX 029-821-8177

代表 髙谷 真一（平20筑修ビジ)

最大収容180名、お一人3,600円から／(消費税率引上後、料金改訂予定)
茗渓会員とご家族に割引あり
研修セミナー･サークル発表会･各種会議･学習合宿･部活動合宿に
シングル145室 ツイン５室 和室５室／研修室２室（120・40名)
和室も研修室として利用可（20畳、10畳）
館内食堂《こうせい》でパーティ･懇親会等（数名から80名まで）

・プロフィットチェーン╱第10章 成功するサービス経営のアート╱索引

新刊案内

今後の刊行予定 もっと知りたい 「科学の芽」の世界PART

ション
高木英明 編著

A5判・並製/358頁/3,100円＋税 ISBN978-4-904074-30-5C3063

今日の産業は、工業製品のものづくりから、サービスのこ

スポーツ選手、 化人のマネジメント＆キャスティング
トレーニングジム、鍼灸整骨院、デイサービスの運営

株式
会社スポーツカンパニージャパン
〒550-0003大阪市西区京町堀1-17-8京ビル5F

 
TEL 072-452-0030 http://tachiryugym.com

代表取締役 藤田 文武(筑波大体育 2004卒)

経営・労務・年金etc.コンサルタント

福岡経営労務事務所

〒125-0042葛飾区金町3-27-3

TEL047(361)2618 FAX047(361)2643

所 長
社会保険労務士 福岡 一雄（32教大法政)

㈱東京科学光

ジ
ューリング╱第７章 レ

オ

〒112-0012東京都文京区大塚１-５-23

茗渓会館３階

TEL03-3945-9390 FAX03-3945-9392

る、数理モデルとデータ分

サービスサイエンスことはじめ
数理モデルとデータ分析によるイノベー

じめに╱略語一覧╱記号一覧╱第１章 人と設備が関わるサービスシステムの
サイエンス╱第２章 待ち時間と混雑の数理╱第３章 待ち行列の数理と心理╱第４章 コー
ルセンターの資源

とづくりに転換している。その中
で、科学的・工学的手法により、生産性向上とイノベーションを牽引するのがサービスサイ
エンスである。本書は、サービスシステムにおける顧客と従業員の満足度評価や最適設計の
基礎とな

ューマネジメント╱第８章

析の方法を豊富な応用例とともに独習できる書である。

【主な目次】は

データの線形回帰モデベニ
第９章 サービス

６章 スタッ
ビジネス

第５章 ランキングを求
ル╱

数理的方法╱第 スケフ・理╱ める管

行日刊30
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http://www.meikei.or.jp/center e-mai

一般財団法人 筑波学都資金財団

筑波研修センター
〒 - 茨城県つくば市天久保 - -
TEL - - ／FAX

―

〒273-0115千葉県鎌ケ谷市東道野辺3-1-7

電話 047(443)7908 FAX 047(443)7940

営業部長 高野 力（昭48教大木工)





理事長・学園長 佐藤 東洋士

芸術文化学群

東京ビジネスホテル
茗渓会東京宿泊所
茗渓会会員割引料金（税サ込）

シングルＢ（バス・トイレ共同）
　　　   ￥ 6,500→平日￥ 4,800  休前日￥  5,800
シングルＡ（バス・トイレ付）
　　　   ￥  8,200→平日￥  5,950  休前日￥  6,950
ツイン　　（バス・トイレ付）
　　　   ￥13,800→平日￥  9,800  休前日￥12,800
朝食バイキング ￥  1,050→￥  760
大浴場時間 ： 6:30～9:00 17:00～01:00

地下鉄丸ノ内線 新宿御苑前駅 １番出口

都営新宿線   新宿三丁目駅 C７出口  より徒歩７分

地下鉄副都心線 新宿三丁目駅 E２出口

JR新宿駅より車５分







東京都新宿区新宿6-3 - 2
TEL 03 （3356） 4605
FAX  03 （3356） 4606

茗渓会館写真スタジオ
ご婚礼・成人式・七五三・ご入学卒業写真・証明写真
家族写真・集合写真・出張撮影等・卒業アルバム作成

〒112-0012　東京都文京区大塚1-5-23

㈱東京科学光芸社
TEL 03-3945-9390　FAX 03-3945-9392

茗渓会館
₃階



S S H 活 動 報 告 会
「SS研究・個人課題研究発表会」
（後援：筑波大学）開催のお知らせ

期日：平成26年1月31日（金）
　　　10：30～14：30
会場：筑波大学・大学会館
内容：本校高校2年生SS研究および個人課

題研究（優秀研究者）口頭発表ほかに、
ポスター発表、その他のSS活動成果
報告

　　　一般公開いたします
お問い合わせは、下記e-mailアドレスへ

平成26年度公開行事

9月 6日（土）　高校受験生見学会
9月23日（火）～28日（日）

茗溪学園美術展
 会場：茨城県つくば美術館
10月25日（土）　学園入試説明会
1月30日（金）　SS研究・個人課題研究発表会
 会場：筑波大学・大学会館




